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３
月
は
発
行
日
の
土
曜
日
が
５
回
あ
る
た
め
、
次
週
３

月
30
日
号
は
４
月
６
日
号
と
の
合
併
号
と
な
り
、
来
週
は

休
刊
週
と
な
り
ま
す
。本
紙
は
月
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

春
風

う
ら
ら

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
15
日
、
地
下
鉄
内
に
お
け

る
犯
罪
の
増
加
に
つ
い
て
在
留

邦
人
に
注
意
喚
起
の
メ
ー
ル
を

発
出
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
の
発
表
に

よ
れ
ば
、
今
年
１
月
１
日
以
降

の
地
下
鉄
内
の
犯
罪
発
生
件
数

は
対
前
年
同
期
比
で
13
・
２
％

の
増
加
、
ま
た
報
道
に
よ
れ

ば
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
発

砲
事
件
に
よ
る
被
害
者
は
８
人

（
前
年
同
期
１
人
）
の
大
幅
増

加
、
さ
ら
に
地
下
鉄
へ
の
銃
の

持
ち
込
み
に
よ
る
逮
捕
数
も
17

件
（
前
年
同
期
８
件
）
で
約
２

倍
に
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
、
地
下
鉄
犯
罪
へ

の
懸
念
か
ら
治
安
強
化
の
た
め

州
兵
及
び
州
警
察
官
の
配
備
、

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
車
両
・
車
掌
ブ

ー
ス
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
発
表
、
ま
た
Ｎ
Ｙ
市
は
地
下

鉄
に
お
け
る
警
察
官
の
増
員
及

び
勤
務
時
間
延
長
、
手
荷
物
検

査
の
強
化
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
14
日

午
後
４
時
45
分
頃
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
区
内
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

向
け
走
行
中
の
地
下
鉄
Ａ
ラ
イ

ン
の
車
内
に
お
い
て
、
男
性
客

同
士
が
口
論
と
な
り
、ホ
イ
ト
・

シ
ェ
ル
マ
ー
ホ
ル
ン
駅
付
近
で

一
方
が
け
ん
銃
を
発
砲
し
、
撃

た
れ
た
被
害
者
が
重
体
と
な
る

事
件
が
発
生
し
た
こ
と
も
報
告

し
て
い
る
。

　

同
館
で
は
「
日
頃
か
ら
防
犯

対
策
に
留
意
し
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
不
審
な
人
物

や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
そ
う
な
雰

囲
気
を
感
じ
た
と
き
に
は
別
の

車
両
に
素
早
く
移
動
す
る
な

ど
、十
分
御
注
意
す
る
よ
う
に
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
地

下
鉄
利
用
時
に
役
立
つ
情
報
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

５
月
の
領
事
メ
ー
ル
「
地
下
鉄

に
お
け
る
安
全
対
策
」（ 

【
注

意
喚
起
】
地
下
鉄
に
お
け
る
安

全
対
策https://www.ny.us.

emb-japan.go.jp/itpr_ja/
News_2023-05-02.html

）
に
地
下
鉄
内
で
の
注
意
事
項
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
駅
構
内

を
移
動
す
る
際
や
ホ
ー
ム
に
立

つ
と
き
は
、イ
ヤ
ホ
ン
を
外
す
、

人
の
少
な
い
車
両
を
避
け
る
、

電
車
を
待
つ
間
、
ホ
ー
ム
の
壁

な
ど
を
背
に
し
て
立
つ
、
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
は
前
に
持
つ
、
車

内
で
は
絶
対
に
寝
な
い
、
不
審

者
を
見
つ
け
た
ら
素
早
く
場
所

を
移
動
す
る
な
ど
具
体
的
な
対

策
を
挙
げ
て
い
る
。　

　

昨
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民

の
約
７
万
８
０
０
０
人
が
転
出

し
、
同
市
の
人
口
は
８
２
６
万

人
に
減
少
し
た
こ
と
が
14
日
に

公
表
さ
れ
た
最
新
の
国
勢
調
査

の
報
告
で
わ
か
っ
た
。

　

地
区
別
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
は
約
３
万
人
増
だ
っ
た
一

方
、
人
口
に
対
す
る
減
少
率
が

最
も
著
し
か
っ
た
ブ
ロ
ン
ク

ス
は
２
万
５
０
０
０
人
以
上

に
当
た
る
１
・
９
％
減
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
は
２
万
８
０
０
０

人
以
上
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は

２
万
６
０
０
０
人
以
上
の
減
少

だ
っ
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た

２
０
２
０
年
４
月
〜
23
年
７
月

で
は
約
55
万
人
が
転
出
し
、
同

市
の
人
口
が
６
％
以
上
減
少
し

た
。
移
住
先
と
し
て
人
気
の
フ

ロ
リ
ダ
州
で
は
、
同
州
高
速
道

路
保
安
車
両
局
に
よ
る
と
、
昨

年
は
最
低
５
万
８
５
８
１
人
の

Ｎ
Ｙ
市
民
が
フ
ロ
リ
ダ
州
の
自

動
車
運
転
免
許
証
に
書
き
換
え

て
い
る
。

　

同
数
値
に
は
、
22
年
春
に
流

入
が
始
ま
っ
た
移
民
の
数
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

移
民
の
流
入
数
は
約
18
万
人

で
、
現
在
も
約
６
万
４
６
０
０

人
が
同
市
の
援
助
を
受
け
て
い

る
。
同
市
は
こ
れ
ま
で
、
居
住

費
や
食
費
な
ど
移
民
の
１
世
帯

に
つ
き
１
日
当
た
り
３
８
５
ド

ル
を
費
や
し
て
お
り
、
来
年
度

は
移
民
対
応
の
予
算
と
し
て

１
０
０
万
ド
ル
を
見
込
ん
で
い

る
。

五番街でセントパトリックデーパレード盛大に

地
下
鉄
で
犯
罪
が
急
増

在
留
邦
人
に
注
意
呼
び
か
け
る

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館

市
民
７
万
８
０
０
０
人
転
出

NY市昨年

最
新
の
国
勢
調
査
報
告
公
表

■
お
知
ら
せ
■ 

来
週
号
は
お
休
み
し
ま
す

　

セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
デ
ー
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
た
聖
人
、
セ

ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
の
命
日
。
緑
色
の
洋
服

や
帽
子
な
ど
を
身
に
つ
け
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の

祝
日
と
し
て
世
界
各
国
で
祝
う
。

　

世
界
最
大
の
パ
レ
ー
ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
五
番
街
。
16
日
に
華
や
か
に
開
催
さ
れ

た
。
東
海
岸
の
高
校
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
出
身
者
が
多
い
同
市

の
警
察
官
、
消
防
士
た
ち
が
行
進
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.umamigallery.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_2023-05-02.html


2024年（令和 6年）3月 23日（土） ［企画のページ］　　（2  ）

日本航空で日米結ぶ
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
ー
１
０
０
０
型
機
続
々

Design Your Story
　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
今
年
１
月
24
日
、
国
際
線
の
新
型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
ー

１
０
０
０
型
機
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
羽
田
線
（
Ｊ
Ｌ
０
０
５
／
Ｊ
Ｌ
０
０
６
便
）
へ
の
就
航
を

開
始
し
た
。
す
で
に
２
機
が
Ｎ
Ｙ
線
で
使
わ
れ
て
お
り
、
３
機
目
が
ダ
ラ
ス
線
、
つ
い
で
昨
年

５
月
に
運
航
を
始
め
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
深
夜
発
の
Ｊ
Ｌ
０
０
３
便
で
の
運
用
も
近
く
始
ま
り
、

ロ
ン
ド
ン
線
な
ど
も
含
め
24
年
度
末
ま
で
に
第
一
期
発
注
分
の
８
機
を
受
領
、
そ
の
後
も
順
次
、

従
来
型
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
か
ら
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
合
計
13
機
を
受
領
す
る
予
定
だ
。

　

新
型
機
は
、
機
内
の
座
席
を
コ
ン
セ
プ
ト
そ
の
も
の
か
ら
斬
新
に
一
新
し
、
ス
ペ
ー
ス
、
サ

ー
ビ
ス
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。「Design Your Story
」（
旅
の
は
じ
ま
り
か
ら
お
わ
り
ま
で
、

お
客
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
過
ご
し
方
を
「
デ
ザ
イ
ン
」
い
た
だ
く
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
同
機
の

機
内
装
備
を
日
本
で
の
開
発
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
携
わ
っ
た
と
い
う
新
谷
浩
一
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

支
店
長
に
新
型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
ー
１
０
０
０
型
機
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

乗
客
か
ら
の
反
応
は「
ま
ず
、

皆
さ
ん
、新
し
く
て
綺
麗
だ
ね
。

広
く
感
じ
る
ね
と
開
口
一
番
言

っ
て
い
た
だ
け
、
そ
し
て
次
に

壁
が
高
い
ね
と
驚
か
れ
ま
す
」。

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
と
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
の
個
室
化
を
画
期
的

に
進
め
た
の
が
こ
の
エ
ア
バ
ス

Ａ
３
５
０
ー
１
０
０
０
型
機

だ
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
は
こ

れ
ま
で
横
に
４
席
あ
っ
た
座
席

を
3
席
に
減
ら
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
８
席
か
ら
６
席
に
し
た
こ

と
で
座
席
ス
ペ
ー
ス
が
１
・
５

倍
近
く
に
な
り
開
放
感
が
増
し

た
。「
開
発
当
初
か
ら
、
快
適

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
広
い
空
間
と
個
室
化
を
目
指

し
た
」
と
い
う
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
も
乗
客
が

自
由
に
過
ご
し
方
を
選
べ
る
よ

う
に
初
め
て
扉
を
設
け
た
。
同

ク
ラ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

５
席
多
い
54
席
と
し
な
が
ら
も

前
後
間
隔
を
充
分
に
確
保
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
性
も
保
ち
つ
つ
、

開
放
感
の
あ
る
空
間
を
演
出
す

る
た
め
に
座
席
上
の
収
納
棚
は

窓
側
の
み
の
配
置
、
個
室
内
に

は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
手
荷
物
を
収

納
で
き
る
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
も
つ

い
て
い
る
。
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
し

で
聞
け
る
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
内
蔵

ス
ピ
ー
カ
ー
も
好
評
だ
と
い

う
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ー
よ
り
も
広
い
プ

レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

は
24
席
と
、
こ
れ
ま
で
よ
り
16

席
少
な
く
し
た
。
さ
ら
に
プ
レ

ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
は

世
界
初
の
電
動
式
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
を
採
用
し
た
。
手
動
で
は

好
み
の
姿
勢
を
調
整
す
る
の
が

難
し
か
っ
た
微
妙
な
角
度
ま
で

楽
々
と
調
整
が
で
き
、し
か
も
、

モ
ー
タ
ー
の
ギ
ア
が
連
動
し
て

い
る
た
め
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
も
床

と
平
行
に
な
る
ま
で
上
げ
ら
れ

て
足
を
伸
ば
せ
る
。
男
性
な
ら

あ
ぐ
ら
を
か
け
る
ほ
ど
だ
。
日

ビジネスクラス

ファーストクラス

エコノミークラス

プレミアムエコノミークラス

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

さ
ら
に
充
実
の
機
内
食

　

日
本
発
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
は
新

た
に
ス
タ
ー
シ
ェ
フ
監
修
に
よ

る
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
・
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
メ
ニ
ュ
ー
を
事
前
予
約
制
で

導
入
し
、
コ
ー
ス
ス
タ
イ
ル
で

提
供
す
る
。

　

同
じ
く
日
本
発
の
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
で
は
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ミ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

ー
を
用
意
し
て
い
る
が
、
食
事

を
済
ま
せ
て
早
く
寝
た
い
、
仕

事
し
た
い
と
い
う
人
に
は
嬉
し

い
サ
ー
ビ
ス
だ
。
24
年
度
か
ら

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
も
時

間
帯
の
枠
を
設
け
て
選
べ
る
コ

ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ

と
で
、
好
み
の
過
ご
し
方
を
自

身
で
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
新
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
さ
ら
に
日
本
発
の
プ
レ
ミ

ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
で
も
予
約
制
で
有
料

機
内
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

い
る
。

米澤文雄氏監修　ヴィーガン・ベジタリアンメニュー

有料機内食（イメージ）

ワールドクラスの航空会社
３年連続で受賞
日本の航空会社で唯一

お客様の
満足が第一

自
ら
手
が
け
た
新
型
機

　

新
谷
Ｎ
Ｙ
支
店
長
は
「
自
分

が
機
内
仕
様
の
開
発
に
携
わ
っ

た
新
型
機
の
初
号
機
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
で
受
領
で
き
た
の

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
お
客

様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
心
配

で
も
あ
り
ま
し
た
が
好
評
で
何

よ
り
で
す
。
目
標
は
Ｎ
Ｙ
支
店

を
全
米
で
一
番
楽
し
く
、
一
番

充
実
し
て
働
け
る
支
店
に
す
る

こ
と
で
す
。
仕
事
は
大
変
で
す

が
、
働
く
こ
と
の
楽
し
み
と
そ

れ
を
支
え
る
働
き
や
す
さ
と
を

確
立
す
る
こ
と
で
す
ね
」。
趣

味
は
、
旅
行
と
食
べ
歩
き
、
ゴ

ル
フ
、
ス
キ
ー
。「
東
海
岸
は

旅
行
に
最
適
な
場
所
な
の
で
、

中
南
米
、
欧
州
に
も
足
を
延
ば

し
た
い
で
す
ね
」。

　

１
９
８
９
年
に
入
社
。

２
０
１
１
年
旅
客
シ
ス
テ
ム

推
進
部
シ
ス
テ
ム
刷
新
推
進

室
長
、
16 

年 

路
線
サ
ポ
ー
ト

部
部
長 

、
18 

年 

商
品
・
サ
ー

ビ
ス
開
発
部 

部
長
時
代
に
新

型
機
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０
ー

１
０
０
０
型
機
の
機
内
装
備
の

開
発
に
携
わ
る
。
22 

年 

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
店
長　
（
Ｎ
Ｙ
稲

門
会 

所
属
）。

　

日
航
マ
ン
と
し
て
の
心
が
け

を
聞
く
と
「
飛
行
機
は
多
く
の

仲
間
の
力
が
結
集
し
て
飛
べ
て

い
る
。
そ
れ
を
楽
し
み
、
そ
し

て
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
好
き
だ
と
お
客

様
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
た
時
が

一
番
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

日本航空ニューヨーク支店長
新谷浩一さん

米
間
の
長
時
間
フ
ラ
イ
ト
に
は

あ
り
が
た
い
装
備
だ
。
ま
た
隣

席
の
人
の
視
線
が
気
に
な
ら
な

い
大
型
の
可
動
式
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
し

て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
が
大
き

く
向
上
し
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
も
「
時

代
と
共
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
位
置
を

上
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
膝
周

り
の
空
間
が
広
が
り
、
座
席
自

体
も
薄
い
構
造
と
な
り
、
シ
ー

ト
の
前
後
間
隔
は
従
来
と
同
じ

33
〜
34
イ
ン
チ
で
す
が
、
膝
周

り
が
よ
り
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
進
化
し
て

い
て
快
適
な
座
り
心
地
で
す
」。

そ
し
て
全
席
に
新
し
く
つ
い
た

の
が
、
高
解
像
度
の
４
Ｋ
の
13

イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー
だ
。「
私

も
先
日
乗
っ
て
画
像
を
見
た
ん

で
す
が
、
画
面
が
大
き
く
て
鮮

明
で
す
ね
。
エ
ア
バ
ス
に
は
機

外
カ
メ
ラ
が
機
首
と
尾
翼
の
先

端
に
つ
い
て
い
て
飛
行
中
も
い

つ
で
も
外
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
窓
の

な
い
座
席
で
も
飛
行
機
の
窓
か

ら
ま
る
で
外
を
見
て
い
る
よ
う

な
臨
場
感
が
味
わ
え
る
ん
で

す
」
と
い
う
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
昨
年
9
月
20

日
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
が
主
催
す
る

2023 APEX EXPO

に
て
、

3
年
連
続
で
日
本
の
航
空
会

社
と
し
て
唯
一
「WORLD 

CLASS

」
に
認
定
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
安
全
・
安
心
と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
が

最
も
優
れ
て
い
る
エ
ア
ラ
イ
ン

と
し
て
、「Best-in-Class in 

Safety and Well-Being

」
も

同
時
に
受
賞
し
た
。 

　

同
賞
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
」、「
安
全
・
安
心
と
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」、「
サ
ー
ビ
ス
品

質
」
の
3
つ
の
評
価
軸
に
よ
り

審
査
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
、
乗

客
の
航
空
利
用
体
験
が
単
な
る

移
動
で
は
な
く
、
安
全
・
安
心
、

健
康
か
つ
持
続
可
能
で
、
価
値

あ
る
も
の
と
な
る
か
が
大
き
な

評
価
ポ
イ
ン
ト
。
今
回
で
3
年

連
続
の
受
賞
と
な
り
、
高
い
サ

ー
ビ
ス
品
質
に
加
え
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
同

社
の
取
り
組
み
や
、
安
全
・
安

心
へ
の
継
続
し
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
。 

て
い
る
。
出
発
25
時
間
前
ま
で

に
予
約
す
る
と
、
通
常
、
一
品

ず
つ
配
膳
さ
れ
る
コ
ー
ス
メ
ニ

ュ
ー
に
代
わ
り
、
ワ
ン
ト
レ
ー

で
手
早
く
食
べ
ら
れ
る
食
事
を

ま
と
め
て
一
度
に
持
っ
て
き
て

く
れ
る
。
同
ク
ラ
ス
の
機
内
食

は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
同
様

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
楽

し
ん
で
も
ら
う
内
容
で
メ
ニ
ュ
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 日本クラブからのお知らせ
■カルチャー講座＜一日・短期講座＞（オンライン）
 『一日・短期講座』のオ
ンラインクラスは、一
回毎にお申込みができ、
ご自宅やオフィスから
受講いただけます。3月
は時事英語、瞑想、メ
イク、スキンケアのク
ラスの受講生を募集し
ています。クラスの詳
細・お申し込みは www.
nipponclub.org/culture 
をご覧ください。

■メトロポリタンオペラ 鑑賞会＆直前勉強会
 第 3回 プット作『めぐりあう時間たち』
 “The Hours”
 ●オペラ鑑賞会
 （Metropolitan Opera 

House）
 5月 5日（日）3PM開演
（現地集合 2：30PM）

 参 加 費： 会 員 $130/
一般 $140

 ●直前勉強会
 （日本クラブ）
 5月 3日（金）
 午後６時～
 参加費：会員 $20/一般 

$30 ※ 1ドリンク付
 米 国 の 3 大 デ ィ ー
ヴァである、ジョイス・ディドナート、ケリー・オハ
ラ、ルネ・フレミングが、それぞれ 1920年代英国リッ
チモンドに住むうつ病に悩む作家ヴァージニア・ウル
フ、50年代ロスアンジェルスに住む情緒不安定の主
婦、90年代のマンハッタンに住む辣腕編集者の女性
の役を演じ、時空を超えて話が展開していきます。新
進気鋭の日本人指揮者、ケンショウ・ワタナベ氏が全
公演の指揮を担当します。また、5/3(金 )の勉強会に
は、特別講師としてこのオペラの指揮者、ケンショウ・
ワタナベ氏をお迎えし、このオペラの観どころ・聴き
どころを解説していただきます。詳細・お申し込みは
www.nipponclub.org （イベント欄）をご覧ください。
お問い合せは info@nipponclub.org まで。 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

　

モ
ン
テ
ィ
の
華
麗
な
ス
テ
ッ

プ
に
、
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
が
ひ
と

目
ぼ
れ
し
た
。

　

ふ
た
り
が
出
会
っ
た
き
っ
か

け
は
、
社
交
ダ
ン
ス
だ
っ
た
。

　

モ
ン
テ
ィ
と
一
緒
に
踊
れ
た

と
き
に
は
、胸
が
高
鳴
っ
た
わ
。

で
も
、
踊
り
た
く
も
な
い
相
手

に
当
た
っ
た
ら
、
最
悪
よ
。 

　

レ
ッ
ス
ン
で
は
、
男
女
が
そ

れ
ぞ
れ
列
を
作
っ
て
向
き
合

い
、正
面
の
人
と
ペ
ア
を
組
む
。

　

Rotate!

（
交
替
！
）
と
い

う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
く

低
い
声
を
合
図
に
、
ひ
と
り
ず

れ
て
、
相
手
が
替
わ
る
。

　

私
だ
っ
て
最
初
の
う
ち
は
、

ス
テ
ッ
プ
も
下
手
だ
し
、
お
と

な
し
く
指
示
に
従
っ
て
い
た
わ

よ
、
と
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
。

　

あ
る
日
の
レ
ッ
ス
ン
で
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の Rotate! 

の
か
け
声
と
と
も
に
、
体
臭
の

ひ
ど
い
男
が
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
の

前
に
現
れ
た
。

　

ダ
ン
ス
ル
ー
ム
は
だ
だ
っ
広

い
っ
て
い
う
の
に
、
そ
の
男
が

入
っ
て
き
た
瞬
間
に
臭
う
ほ
ど

な
の
よ
。ち
ょ
う
ど
私
の
顔
に
、

彼
の
わ
き
の
下
が
当
た
り
そ
う

に
な
っ
た
と
き
、
も
う
耐
え
き

れ
な
く
な
っ
て
、
思
わ
ず
言
っ

て
や
っ
た
の
。 

　

I can’t dance with you 
any more. 

　

あ
な
た
と
は
、
も
う
踊
れ
な

い
わ
。

　

男
が
啞
然
と
し
て
い
る
と
、

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
が
と
ど
め
を
刺

す
。

　

You have to get some 
deodorant.

　

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
を
買
い
な
さ

い
よ
。 

　

本
当
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
の
？

　

私
が
驚
い
て
マ
リ
ー
パ
ッ
ト

の
顔
を
見
る
と
、
平
然
と
答
え

る
。 

　

私
は
彼
の
た
め
を
思
っ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
た
の

よ
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
男
、
僕

は
ア
レ
ル 

ギ
ー
が
あ
る
か
ら
、

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
は
使
え
な
い
ん

だ
よ
、
っ
て
言
う
の
。
だ
っ
た

ら
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
店
に
行

っ
て
、
自
分
に
合
う
も
の
を
探

最
悪
な
ダ
ン
ス
の
お
相
手  　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
の
場
合

エッセイ連載 46

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

し
な
さ
い
よ
、
っ
て
言
っ
て
や

っ
た
わ
。 

　

し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
男
が

再
び
、
レ
ッ
ス
ン
に
や
っ
て
き

た
。

　

彼
は
マ
リ
ー
パ
ッ
ト
に
歩
み

寄
り
、
声
を
か
け
た
。

　

I took your advice. 
Thank you.

　

君
の
ア
ド
バ
イ
ス
ど
お
り
に

し
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。  

　

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
の
い
い
香
り

が
し
た
。 

4月のファミリーキャンプ説明会
東京フロストバレーYMCA

　

東
京
‐
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
４
月
19
日
（
金
）
夕
方
か

ら
21
日
（
日
）
の
週
末
を
利
用

し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
す
る
。
キ
ャ
ン
プ
初
心
者

や
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族

　

テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
か
ら
約
20

年
ぶ
り
に
発
表
さ
れ
た
完
全
新

作
映
画
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ムSEED FREEDOM

』
の
上

映
会
が
31
日
（
日
）
と
４
月
１

日
（
月
）
の
２
日
間
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。
数
あ
る
「
ガ
ン
ダ

ム
シ
リ
ー
ズ
」
劇
場
公
開
作
品

ガ
ン
ダ
ム
映
画
上
映

Ｊ
Ｓ
で
２
日
間

ケンショウ・ワタナベ氏

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
。
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
予
行
練
習
と

し
て
参
加
す
る
家
族
も
多
い
。

申
し
込
み
受
付
中
。

　

ま
た
、
親
も
子
ど
も
も
安
心

し
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
現
地
で
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

が
日
本
語
で
開
催
さ
れ
る
。
日

程
は
４
月
21
日
（
日
）、
５
月

19
日(

日
）
で
参
加
費
無
料
、

現
地
集
合
解
散
。
当
日
は
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
の
解
説
、
サ
イ

ト
ツ
ア
ー
な
ど
キ
ャ
ン
プ
の
雰

囲
気
を
体
験
で
き
る
。
開
催
地

は
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護
区

に
あ
る
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
、
自
然
環
境
、
施
設
、

ス
タ
ッ
フ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

て
で
北
米
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
デ

ル
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

同
じ
よ
う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
仲
間
と
か
け
が
え
の
な
い

時
間
を
過
ご
し
、
国
際
人
と
し

て
の
足
場
を
築
い
て
い
く
。
そ

ん
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
キ

ャ
ン
プ
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明

会
も
開
催
中
。
問
い
合
わ
せ
は

日
本
語
で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-

info@frostvalley.org/

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.ymcatfv.org/

を
参
照
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
数
か
月
が
過
ぎ

た
。

　

そ
の
男
の
人
が
ダ
ン
ス
ル
ー

ム
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
隣
に

は
女
性
が
寄
り
添
っ
て
い
た
。

　

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
を
買
っ
た

ら
、
も
れ
な
く
ガ
ー
ル
フ
レ
ン

ド
が
つ
い
て
き
た
、
っ
て
わ
け

よ
。
ま
あ
、
彼
女
を
見
つ
け
る

ま
で
に
は
、
ち
ょ
っ
と
時
間
は

か
か
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
。
そ

れ
も
こ
れ
も
、私
の
お
か
げ
よ
。 

　

He was grateful to me.

　

彼
、
私
に
感
謝
し
て
た
わ
。 

　

私
、
こ
う
見
え
て
も
、
善
人

な
ん
だ
か
ら
。

　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
は
大
口
を
開

け
て
、
豪
快
に
笑
う
。

　

マ
リ
ー
パ
ッ
ト
は
や
は
り
、

た
だ
者
で
は
な
か
っ
た
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
８
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
か
か
り
方
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

 　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

の
中
で
ト
ッ
プ
の
興
行
収
入
を

日
本
で
更
新
中
の
話
題
作
。
両

日
と
も
に
午
後
７
時
か
ら
で
、

31
日
が
日
本
語
音
声
・
英
語
字

幕
、
４
月
１
日
は
英
語
吹
き

替
え
。
入
場
料
は
一
般
30
ド

ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
は
24
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://japansociety.org

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://www.instagram.com/hi_collar/
http://jmart-usa.com/en/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://minglesoho-ny.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
https://neuroacuny.com/
http://www.ymcatfv.org/
http://www.ymcatfv.org/
http://www.ymcatfv.org/
http://www.ymcatfv.org/
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス( JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
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(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com
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日本の性的搾取の実態

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
ビ

ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会
は
、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
と
の

共
催
で
３
月
13
日
夕
、
日
系
人

会
ホ
ー
ル
で
「
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の

性
加
害
問
題
を
許
す
な　

日
本

の
性
的
搾
取
の
実
態
は
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

日
本
で
は
故
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多

川
氏
に
よ
る
タ
レ
ン
ト
へ
の
性

的
虐
待
問
題
や
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
松
本
人
志
に
よ
る
女
性

搾
取
の
問
題
と
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
業
界
の
暗
部
が
暴

か
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
業
界

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
で
搾
取
さ
れ
売
春
を

強
い
ら
れ
る
女
性
や
子
ど
も
な

ど
、
一
般
市
民
へ
の
性
的
搾
取

も
表
面
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

　

性
規
定
に
関
す
る
刑
法
改
正

は
実
現
し
た
も
の
の
、
ほ
か
の

法
整
備
は
ま
だ
途
上
に
あ
る
こ

の
深
刻
な
現
状
を
、
伊
藤
和
子

弁
護
士
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

ツ
・
ナ
ウ
副
理
事
長
、
ミ
モ
ザ

の
森
法
律
事
務
所
）
と
、
刑
事

法
専
門
の
後
藤
弘
子
（
千
葉
大

大
学
大
学
院
教
授
）
が
日
本
の

現
状
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
山
恵
子
氏
が

講
演
の
最
後
に
２
０
２
４
年
大

統
領
選
挙
に
関
す
る
解
説
も
行

っ
た
。
後
藤
教
授
は
、
日
本
の

子
供
た
ち
の
最
近
の
困
難
な
状

況
に
触
れ
、
安
全
と
一
般
に
思

わ
れ
て
い
る
学
校
や
家
庭
が
実

は
性
的
搾
取
が
行
わ
れ
て
い
る

見
え
な
い
現
場
で
あ
る
こ
と
、

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
性
加
害
を
検
証

Ｎ
Ｙ
の
日
系
女
性
団
体
が
主
催

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
今
年
は
大
統
領
選
選
挙
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
方
々
か
ら
大
統
領
が
変
わ
っ

た
ら
ビ
ザ
申
請
ま
た
は
米
国
に

入
国
す
る
申
請
が
厳
し
く
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ご
質

問
を
受
け
ま
す
。
選
挙
の
前
に

ビ
ザ
を
申
請
し
て
取
得
す
る
と

か
の
ご
希
望
の
方
々
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
よ
る
移
民
法
の
厳

守
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下

で
の
就
労
ビ
ザ
審
査
は
以
前
よ

り
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
８
年
に
顕
著
に
な

っ
て
き
た
の
は
、Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ（
ビ

ザ
な
し
）
で
入
国
す
る
人
た
ち

の
入
国
拒
否
が
増
え
た
こ
と

と
、
永
住
権
保
持
者
へ
の
入
国

時
の
質
問
が
厳
し
く
な
っ
て
き

た
こ
と
で
す
。
以
前
の
事
例
を

２
件
ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
に
到
着
し

た
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
、
入

国
審
査
で
何
の
目
的
で
ア
メ
リ

カ
に
来
た
の
か
と
聞
か
れ
、「
研

修
」
と
返
答
し
た
と
こ
ろ
、
別

室
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
本
か
ら
来
た
ヘ

ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
は
、
ヘ
ア
ス

タ
イ
リ
ス
ト
の
求
人
を
扱
う
日

本
の
大
手
求
人
サ
イ
ト
で
ア
メ

リ
カ
の
美
容
サ
ロ
ン
で
短
期
研

修
、
ビ
ザ
発
行
と
い
う
内
容
を

見
て
応
募
し
、
必
要
費
用
も
支

払
っ
た
の
で
研
修
ビ
ザ
を
発
行

し
て
く
れ
て
い
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ビ
ザ
で

は
な
く
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
だ
っ
た
の
で

す
。
別
室
で
審
査
官
が
研
修
先

の
美
容
サ
ロ
ン
に
連
絡
し
、
オ

ー
ナ
ー
が
空
港
ま
で
出
向
き
事

情
説
明
を
し
ま
し
た
。
オ
ー
ナ

ー
も
研
修
ビ
ザ
を
取
っ
て
ア
メ

リ
カ
に
く
る
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
を
審
査
官
に
返
答
し

ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
と
い
う
こ

と
で
結
局
こ
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト

は
入
国
を
許
さ
れ
ず
、
オ
ー
ナ

ー
も
以
後
気
を
つ
け
る
よ
う
に

と
忠
告
を
受
け
ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ａ
で
の
入
国
拒
否
は
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
だ
け
で
な
く
ミ
ネ
ソ

タ
、
ボ
ス
ト
ン
の
空
港
で
も
あ

り
ま
し
た
。

■ 

永
住
権
保
持
者
の
方
が
長

期
間
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
い
た

場
合
、
厳
し
く
質
問
さ
れ
る
こ

と
は
以
前
に
も
お
伝
え
し
ま
し

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や

ホ
ノ
ル
ル
空
港
な
ど
西
海
岸

の
空
港
は
以
前
か
ら
厳
し
く
、

２
０
１
８
年
に
は
東
海
岸
で
も

厳
し
く
質
問
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
11
月

中
旬
に
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
空
港

に
到
着
し
た
永
住
権
保
持
者

が
、
入
国
審
査
で
ど
の
く
ら
い

ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
い
た
の
か

と
聞
か
れ
、「
約
２
か
月
で
す
」

と
返
答
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
渡
米
記
録
を
検
索

し
て
「
２
か
月
で
は
な
い
、
過

去
の
記
録
だ
と
ア
メ
リ
カ
外
に

滞
在
し
て
い
る
方
が
長
い
」
別

室
に
行
く
よ
う
に
と
指
示
さ

れ
、
そ
こ
で
永
住
権
保
持
者
な

の
に
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
居
住
し

な
い
の
か
、
日
本
に
長
く
滞
在

し
て
い
る
理
由
は
何
か
、
な
ど

と
厳
し
く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

Reentry Permit 

（
再
入
国
許

可
）
の
申
請
を
す
る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
、
ど
う
に
か
入
国
を
許

可
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
空
港
の
入
国

審
査
官
はU.S. Department 

of Homeland Security 

（
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
国
土
安
全
保
障

省
）
か
ら
、
多
大
な
裁
量
権
を

与
え
ら
れ
て
お
り
、
少
し
で
も

疑
い
を
持
っ
た
な
ら
ば
、
質
問

後
入
国
を
拒
否
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
入

国
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ａ
で
は
も
う
数
年
入
国
で
き

な
い
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
研
修

さ
せ
よ
う
と
し
た
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
側
の
受
け
入
れ
先
も
要

注
意
と
し
て
移
民
局
の
デ
ー
タ

に
入
力
さ
れ
る
可
能
性
は
大
き

い
で
す
。
２
０
２
５
年
に
政
権

が
変
更
し
た
場
合
、
以
前
と
同

様
に
入
国
審
査
が
厳
し
く
な
る

こ
と
は
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

政
権
変
更
後
の
予
想
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
入
国
審
査
の
状
況

か
つ
て
の
反
社
会
的
な
非
行
で

は
な
く
、
現
代
は
社
会
の
表
面

に
出
な
い
非
社
会
的
な
非
行
に

移
っ
て
い
る
現
状
を
紹
介
し

た
。
子
供
を
搾
取
す
る
大
人
の

問
題
を
ど
う
す
る
か
に
目
を
向

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
も
述

べ
た
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題
は
、

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
報
道
す
る
ま
で
は
関

連
企
業
や
報
道
関
係
者
も
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
外
圧

が
な
い
と
動
か
な
い
日
本
は
だ

ら
し
が
な
い
と
批
判
し
た
。
日

本
の
大
学
生
は
、
女
子
学
生
に

限
ら
ず
、
加
害
者
に
な
る
可
能

性
を
持
つ
男
子
学
生
に
も
関
心

が
高
い
反
面
、
い
つ
の
時
代
に

も
「
お
じ
さ
ん
的
発
想
」
を
繰

り
返
す
若
者
も
ま
た
存
在
し
て

い
る
の
も
事
実
だ
な
ど
と
述
べ

た
。
伊
藤
弁
護
士
は
、
日
本
に

お
け
る#METOO

の
動
き
が

伊
藤
詩
織
さ
ん
の
勇
気
あ
る
行

動
で
社
会
的
関
心
を
高
め
た

が
、
不
同
意
性
交
を
な
ぜ
処
罰

し
な
い
の
か
、
同
意
を
求
め
た

上
で
行
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
状

況
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
津
山
さ
ん
が
ニ
ュ
ー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
度
前
期
用
教
科
書
の
申
し
込

み
受
付
を
現
在
受
け
付
け
て
い

る
。
申
込
み
締
切
り
は
３
月
26

日
（
火
）（
必
着
）。
教
科
書
の

配
布
は
小
学
生
が
年
2
回(

前

期
・
後
期)

、
中
学
生
が
年
1

回(

前
期)

と
な
っ
て
い
る
。

郵
送
に
て
申
請
す
る
こ
と
。
教

科
書
の
配
送
は
、
申
し
込
み

手
続
き
終
了
後
、
委
託
業
者

の
Ｎ
Ｘ
ア
メ
リ
カ
（NIPPON 

EXPRESS USA., INC.

）
か
ら

順
次
発
送
。
配
布
対
象
者
は
日

本
国
籍
を
有
し
、
将
来
日
本
に

帰
国
し
て
進
学
あ
る
い
は
就
労

す
る
意
思
を
有
す
る
義
務
教
育

学
齢
子
女
。
子
供
の
年
齢
に
該

当
す
る
学
年
以
外
の
教
科
書
は

配
布
し
な
い
。同
館
管
轄
地（
Ｎ

Ｙ
州
、
Ｎ
Ｊ
州
、
Ｐ
Ａ
州
、
Ｄ

Ｅ
州
、
Ｗ
Ｖ
州
、
Ｃ
Ｔ
州
フ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
郡
、
プ
エ
ル
ト

リ
コ
準
州
、
バ
ー
ジ
ン
諸
島
）

に
居
住
し
、
同
館
に
在
留
届
を

届
出
し
て
い
る
子
女
。
日
本
人

学
校
や
日
本
語
補
習
校
等
の
在

外
教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い
な

い
子
女
（
在
外
教
育
施
設
に
在

籍
し
て
い
る
子
女
の
教
科
書
無

償
配
布
は
各
学
校
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
）。

　

日
本
か
ら
同
館
管
轄
地
に
転

居
予
定
者
は
、
必
ず
日
本
出

国
前
に
「（
財
）
海
外
子
女
教

育
振
興
財
団
」
よ
り
教
科
書

を
入
手
す
る
こ
と
。
海
外
で

配
布
す
る
教
科
書
は
全
世
界

共
通
で
、
日
本
国
内
の
多
く

の
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
出
国
前
、
ま
た
は
帰
国
後

使
用
す
る
教
科
書
と
は
異
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
教
科
書

の
無
償
配
布
対
象
者
や
具
体

的
な
申
し
込
み
方
法
、
教
科

書
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。https://www.ny.us.

emb-japan.go.jp/itpr_
ja/11_000001_00552.
html

令
和
6
年
度

前
期
用
教
科
書
配
布

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
で
の
厳
寒
の

中
で
共
和
党
集
会
を
取
材
し
た

時
の
様
子
を
紹
介
し
「
ト
ラ
ン

プ
元
大
統
領
が
な
ぜ
バ
イ
デ
ン

現
職
大
統
領
よ
り
も
支
持
率
が

上
回
っ
て
い
る
の
か
、
前
回
選

挙
と
明
ら
か
に
違
う
の
は
若
者

と
女
性
の
支
持
者
が
圧
倒
的
に

増
え
て
い
る
か
ら
だ
。
演
説
も

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
よ
う
で
、
お

笑
い
番
組
を
見
て
い
る
よ
う
な

会
場
の
盛
り
上
が
り
方
は
異
質

で
、
リ
ッ
チ
で
ハ
ン
サ
ム
な
男

性
に
な
び
く
女
性
が
ま
だ
健
在

な
証
拠
、あ
と
は
財
力
だ
ろ
う
」

と
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

後
藤
弘
子
教
授

伊
藤
和
子
弁
護
士

熱心に解説を聞く参加者。司会はジャーナリストの津山恵子さんが務めた

上
川
外
務
大
臣
Ｎ
Ｙ
に

　

上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
、
３

月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
。
国
連

本
部
で
議
長
と
し
て
、
核
軍

縮
・
不
拡
散
に
関
す
る
安
全
保

障
理
事
会
閣
僚
級
会
合
を
主
催

し
た
。
２
０
２
６
年
核
兵
器
不

拡
散
条
約
運
用
検
討
会
議
に
向

け
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維

持
に
つ
き
主
要
な
責
任
を
有

し
、
核
兵
器
国
が
参
加
す
る
安

全
保
障
理
事
会
と
い
う
場
を
活

か
し
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
実
現
に
向
け
た
議
論
を
加
速

化
さ
せ
る
の
が
目
的
。

https://on-timelimo.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00552.html
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テーマ：サクラの季節、COVID-19 と共存して、安全で健康なライフを過ごすには！　
無料　どなたでも参加できます！
期間：4月 5日（土）から 5月 5日（日） 
共催：ニューヨーク日系人会 (JAA)、邦人医療支援ネットワーク (JAMSNET)　後援：在ニューヨーク日本国総領事館  
Online & JAA Hall: ニューヨーク日系人会 /JAA, 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036　(Between 5th & 6th Ave.)　　　
＊お申し込みはニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の連絡先以外）
（企画により食事代・材料代の徴収があります）

第
16
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

4 月 時間 タイトル 企画担当　講師 /指導者（敬称略） 定員

5日
（金）

10:30-12:00
未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス　
会場：JAAホール

講師：灘田篤子　
企画：JAA Apple Kids

6日
（土）

10:00-12:00
オンライン (ZOOM) 研修会：
高校生３人による日本語学習体験談：探求型学習

企画：JAA日本語教育委員会

7日
（日）

11:00-12:00
いつまでも若々しく、元気はつらつな身体づくり
会場：JAAホール

講師：竹野 綾 （芸術監督）
企画：A.T. Dance Company

12:30-15:30
JAAホール＆オンライン (ZOOM) ：「春のオープン句会」
初めての方もご一緒に、春の句会を楽しみましょう！

担当：「NY方舟」澪つくし
企画：ハコ句会

8日
（月）

10:00-12:00
シニアへの無料へアカット　会場：JAA Hall
春らしいヘアスタイルにしましょう！　

担当：田原ミチ、佐々木ノリ、津田やすこ、
小林はるか（ヘアスタイリスト）　企画：JAA

20

9日
（火）

10:45-11:45
太極拳クラス　
会場：JAAホール　（動きやすい服装＆靴）

講師：宮原三千子（TCHI公認講師）　
企画：JAA

10日
（水）

18:30-20:00
JAAホール＆オンライン (ZOOM) 
正しい姿勢と丹田呼吸法の静坐を学ぶ

講師：名倉幹（真宗大谷派・東本願寺僧侶）

11日
（木）

10:00-12:00
電話個別相談室「法律相談室（移民法以外）」
（各 30分）

担当：笠野玲子（弁護士）　
企画：JAA

4

12:00-14:00
4月の第 1敬老会～ BentOnのお弁当～
音楽：中村英雄（ピアノ）、参加費：会員 $5

企画：JAA社会福祉部

12日
（金）

10:45-11:45
ウオームアップ＆リラクゼーションストレッチ
会場：JAAホール　＊ヨガマット or大タオル、普通のタオル持参、運動靴、
動きやすい服装でご参加ください。

講師：オシオリ依子 (AFAA公認 Aerobics Instructor)

13日
（土）

9:30-11:00
オンライン (ZOOM) ：リモート茶話会
弓削看護師と健康や老後の事など話しましょう。

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NYシルバー会 & JAA

11:00-12:00
初心者向けダンスワークアウトクラス　会場：JAAホール
楽しく汗をかいて心身ともに健康になりましょう。大人向けですが、10歳
以上のお子さんも保護者同伴で参加できます。

講師：飯田千晶 (ダンスインストラクター ) 　

19:00-22:00
オンライン (ZOOM)講座 ：
認知症世界の歩き方

講師：特定非営利活動法人イシュープラスデザイン
企画：JAMSNET高齢者支援 NETWORK, JAMS-
NET-USA, JAMSNET-Canada

　

14日
（日）

11:00-12:30
「こころとからだのリラックス」会場：JAAホール
ストレッチや呼吸法を通して心身のリラックス　＊タオル、水は各自持参

講師：高森英治（マインドフルネス・インストラク
ター）
企画：JAA

13:00-14:30
「人生の分岐点、お悩みあれこれ座談会」
気楽に話をし、何かのヒントを得ていただく会　会場：JAAホール

講師：窪田絵里 Ph.D.（クリニカル・サイコロジスト）
企画：JAA

16日
（火）

13:00-14:00
書道クラス体験　
会場：JAAホール

講師：書道部師範　
企画：JAA

10

19:00-21:00
ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル
会場： JAAホール

指導者：嶋田あや
企画：ニューヨーク混声合唱団

17日
（水）

11:00-13:00
裏千家茶道デモンストレーション　
会場：JAAホール

講師：真田宗知、鈴木宗律（裏千家専任講師）
企画： JAA

10

18日
（木）

10:00-12:00
電話個別無料相談「米国の移民法」
（各 15分）

担当：寺井真美（弁護士）　
企画：JAA

8

11:00-12:00
オンライン (ZOOM)講座 ：「ユニバーサル野球」                                                 講師：堀江 泰（堀江車輛電装㈱　代表取締役）
障がいのあるなしに関わらず誰もが楽しめる新しいスポーツ「ユニバーサル野球」のご紹介。企画：Apple Time
申し込み・問い合わせは： appletimeny@hotmail.co.jp 又は https://forms.gle/jrxtFMYc3VyQdJbs8 

13:00-14:30
しゃべって！笑って！ハッピーライフ！！
ゲームや歌を楽しみならいっぱい笑いましょう。会場：JAAホール

講師：焼山元恵（カウンセラー）
企画：幸せ運びた～～い（隊）

　

19:00-21:00
オンライン (ZOOM) 講座：プリママ
出産を控えているママとパパのセミナー＆母乳について

講師：加納麻紀（内科・小児科医）、新場裕美（国際
認定ラクテーション・コンサルタント）　
企画：NYすくすく会

19日
（金）

13:15-15:00
 JAAホール &オンライン (ZOOM) ：
 JAAコーラス体験クラス

指導：田中友樹子　
企画：JAAコーラス部

20日
（土）

11:00-13:00

第 19回サクラ祭り Sakura Matsuri at Flushing Meadows Corona Park    JAA企画
僧太鼓、JAAコーラス、沖縄音楽、花笠音頭（パレード）、野点等 
バス・ランチ要予約 Please make your reservation for Bus and Lunch at info@jaany.org /212-840-6942
バス・お弁当代：JAA会員 $10/非会員 $15 公園でのお弁当 $15
会場：フラッシング・メドー・コロナ・パーク   the Queens Museum & the Theatre at the World’s Fair site

200

支援：米国三井物産基金、米国日本人医師会

　﹁
第
16
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
﹂
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会(

Ｊ
Ａ
Ａ)

と
邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︶
の
共
催
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
と
米
国
日
本
人
医
師
会
の
後
援
、
米
国
三
井
物
産
基
金
の
支
援
で
４
月
５
日
︵
金
︶
か
ら
５
月
６
日
︵
土
︶
の
期

間
開
催
す
る
。
今
年
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
対
面
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ど
で
開
催
す
る
︵
４
面
に
記
事
︶。﹁
桜
が
満
開
な
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
、
日
本
文
化
を
楽
し
み
、C

O
V

ID
-19

と
共
存
で
、
健
康
で
健
や
か
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

全
て
の
年
齢
層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
40
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
た
。
開
催
期
間
は
４
月
５
日
︵
金
︶
か
ら
5
月
５
日
︵
日
︶
の
30
日
間
。
オ
ン
ラ

イ
ン
と
会
場
︵
入
場
制
限
あ
り
︶
で
行
う
。
会
場
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
︶
参
加
費
無
料 

︵
企
画
に
よ
り
食
事
・
材
料

代
の
徴
収
あ
り
︶
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、
Ｅ
メ
ー
ル info@

jaany.org

mailto:info@jaany.org
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
https://forms.gle/jrxtFMYc3VyQdJbs8
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
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www.nyseikatsu.com

NY歴史問題研究会通信
■ 第102回例会／令和6年３月例会
開催日: 令和6年3月28日(木曜日)
会　場: 日系人会館ホール
  49 West 45th Street, 5th Floor
  New York, NY 10036
演　題 : 矢弾尽き果てるとも－硫黄島の
  戦いにみる本土防衛に殉じた
  先人の想い－
開　場: 17:45
時　間: 18:30 ～20:30　
講　師: 高崎　康裕　(会長)
会　費: 一般30ドル　(会員20ドル)
  飲食費込み　
      （初めて参加の場合、参加費は無料）
本土防衛最後の砦であった硫黄島の守備隊が壊
滅したのは昭和20年3月26日。米軍の5日間での
攻略予定を1か月以上も遅らせ、米軍死傷者数が
日本軍のものを上回った唯一の激戦地としても
知られる。その時の将兵の想いはいかばかりで
あったのだろう。
【申し込み・問い合わせ】
Eメール： rekishikenkyuny@gmail.com まで

ニューヨーク歴史問題研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

こ
ん
に
ち
は
。
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
の
旅
を
続
け
る
私
か

ら
、
水
素
と
の
出
会
い
が
私
の

人
生
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
幼

い
頃
に
経
験
し
た
右
半
身
麻
痺

と
、
そ
の
後
の
脊
髄
湾
曲
症
は

私
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
し

た
が
、
そ
れ
が
私
を
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し

た
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
一
万

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
し
た

頃
、
私
は
断
食
、
食
事
の
改
善
、

大
腸
洗
浄
と
出
会
い
、
瞑
想
を

含
む
こ
れ
ら
全
て
を
生
活
の
一

部
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動

は
続
け
ら
れ
た
も
の
の
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
脊
髄
湾
曲
症
に
よ
る

筋
肉
の
不
均
等
さ
か
ら
く
る
痛

み
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
ほ
ぼ
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
水
素
と
の
再
会
が
、
私
の
人

生
に
新
し
い
章
を
開
い
て
く
れ

ま
し
た
。
10
年
前
の
水
素
ブ
ー

ム
時
に
試
し
た
水
素
風
呂
や
水

素
水
生
成
器
の
効
果
を
、
か
つ

て
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
私
で
す
が
、
再
度
水
素
の

可
能
性
に
目
を
向
け
、
そ
の
驚

く
べ
き
変
化
に
心
か
ら
感
動
し

ま
し
た
。

　

水
素
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
水
素
ガ
ス
吸
引
療
法
が

厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
「
先
進

医
療
Ｂ
」
と
し
て
認
可
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
私
は
自
ら
水
素

ガ
ス
吸
引
を
試
み
ま
し
た
。
そ

の
後
、
最
新
の
水
素
風
呂
や
水

素
水
生
成
器
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

な
ど
、
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
試
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
痛
み
の
軽
減
、
副
交
感
神

が
日
々
更
新
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
健
康
へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
水
素
は
私
た
ち
の
身

体
的
健
康
だ
け
で
な
く
、
心
の

健
康
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
私
は
実
感
し
て
い
ま

す
。

森
脇
静
香
・「easeNY

」
代

表
：
Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内

洗
浄
療
法
士
免
許
。
２
０
０
１

年「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス
ト

出
演
。
ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、
水

素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力
中
。

（
２
）
水
素
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
変
化

経
の
調
和
、
睡
眠
の
質
の
向
上

な
ど
、
水
素
が
も
た
ら
し
た
変

化
は
私
の
日
常
を
一
新
し
ま
し

た
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
無
意

識
の
う
ち
に
沈
ん
で
い
た
心

が
、
水
素
を
通
じ
て
再
び
前
向

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
素
に
関
す
る
最
新
の
研
究

　

第
93
回
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
特

別
企
画
「
能
登
半
島
地
震
復
興

支
援
イ
ベ
ン
ト
」
が
29
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
東
京
大

学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
21
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
代
表
幹
事
の
挨
拶
、
協
賛

品
の
紹
介
、
現
地
の
被
害
状
況

報
告
な
ど
の
ほ
か
、
音
楽
演
奏

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
協
賛
品

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
落
札
価
格
発

表
が
行
わ
れ
る
。

　

出
演
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー 

中

澤
利
彦 (
エ
ン
タ
メ
の
会
代

表
）、
小
池
ゆ
う
き
（
フ
ル
ー

ト
）、
中
村
か
ず
お
（
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
）。
協
賛
品
は
、
旅

行
会
社
の
ア
ム
ネ
ッ
ト
に
よ

る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク-

ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
観
光
バ
ス
ツ
ア

ー
」、Triangle NY

の
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
植
山
慎
太
郎
に

よ
る
「
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

時
間
」、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
・
ス

パ
か
れ
ん
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
フ
ェ

イ
シ
ャ
ル
・
デ
コ
ル
テ
」、
ミ

キ
ハ
ウ
ス
の
子
供
服
ほ
か
が
準

備
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
集
ま
っ
た
義

援
金
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
の
総
領
事
大

使
へ
直
接
渡
し
、
全
額
が
被

災
地
へ
送
ら
れ
る
。
参
加
費

40
ド
ル
。
参
加
希
望
者
は
25

日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ムhttps://ws.formzu.

net/fgen/S908830779/

か

ら
予
約
す
る
。
先
着
50
人
。

Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

能
登
半
島
復
興
支
援

　

戦
後
、企
業
派
遣
で
は
な
く
、

交
換
留
学
生
と
し
て
来
米
し
、

米
国
の
大
学
を
卒
業
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
で
成
功
し
た
日
本
人
の
草

分
け
的
存
在
と
も
言
え
る
森
田

繁
美
さ
ん
が
16
日
、
慢
性
腎
臓

病
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
レ
ノ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
病
院
で
亡

く
な
っ
た
。
91
歳
だ
っ
た
。

　

森
田
さ
ん
は
、京
都
出
身
で
、

１
９
５
４
年
同
志
社
大
学
文
学

部
英
文
科
在
学
中
に
交
換
留
学

生
と
し
て
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
ユ
ー
ロ
ン
大
学
に
留
学
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
へ
進

み
、
59
年
に
損
害
お
よ
び
生
命

保
険
代
理
店
、
モ
リ
タ
・
ア
ン

ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
。
大

手
日
系
企
業
３
０
０
社
余
り
を

顧
客
に
持
つ
地
場
最
大
手
の
日

系
保
険
会
社
と
し
て
営
業
し
た

が
、
96
年
に
保
険
部
門
を
東
京

海
上
火
災
と
三
菱
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
社
へ
売
却
。
そ
の
後

は
石
油
会
社
役
員
と
し
て
テ
ネ

シ
ー
州
の
オ
イ
ル
・
天
然
ガ
ス

の
開
発
に
貢
献
し
、
同
州
知
事

か
ら
「Colonel

」
の
称
号
を

授
与
さ
れ
る
。
１
９
８
５
年
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
募
金
委
員
長
、
名

誉
会
長
な
ど
を
歴
任
。
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
に
も
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
日
本
へ
の
募
金
活
動
を

行
い
、
地
震
発
生
か
ら
１
週
間

後
に
は
３
万
５
０
０
０
ド
ル
の

義
援
金
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
を
通
じ
て
送
っ
て
い

る
。
戦
後
に
個
人
で
渡
米
し
て

ア
メ
リ
カ
社
会
で
成
功
し
た
日

本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
草
分
け

的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
。
日

本
人
と
し
て
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
の
会
員
と
も
な
っ
た
。
葬
儀

は
身
内
だ
け
で
執
り
行
う
。
法

子
夫
人
は
「
人
気
者
で
、
世
話

好
き
で
、
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー

で
、
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
で
人
を

笑
わ
せ
る
愛
嬌
者
で
し
た
」
と

語
る
。
今
年
の
夏
に
、
偲
ぶ
会

を
行
う
予
定
。

森
田
繁
美
さ
ん
死
去

日
系
保
険
代
理
店
で
成
功

　

世
界
最
大
の
プ
ロ
ス
ピ
ー
カ

ー
協
会
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
は
18
日
、

秀
逸
な
エ
リ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
の
み
与
え
ら
れ
る
「
Ｃ
Ｓ

Ｐ
®
」（Certifi ed Speaking 　

Professional

）
の
称
号
を
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
・
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
代
表
の
リ
ッ
プ
シ
ャ
ツ
信
元

夏
代
さ
ん
に
授
与
す
る
と
発
表

し
た
。
同
称
号
は
、
プ
ロ
ス
ピ

ー
カ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
も

呼
ば
れ
る
栄
誉
あ
る
称
号
で
、

保
持
し
て
い
る
の
は
世
界
中
で

数
百
人
と
さ
れ
、
日
本
人
と
し

て
受
賞
す
る
の
は
初
め
て
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｐ
®
称
号
の
取
得
は
、

4
次
の
厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア

す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
第
三

次
審
査
の
「
基
調
講
演
を
最
低

40
分
行
う
動
画
」
の
提
出
は
、

信
元
代
表
に
と
っ
て
最
大
の
挑

戦
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
選

ん
だ
の
は
、
信
元
代
表
が
「
個

人
的
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
自

身
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
し
た
」
と
確
信
し
て
い

る
シ
カ
ゴ
で
の
基
調
講
演
だ
っ

た
。
そ
れ
は
、
日
本
に
い
る
母

の
危
篤
を
知
ら
さ
れ
た
あ
と
、

た
っ
た
3
時
間
後
に
行
っ
た
講

演
だ
っ
た
。
信
元
代
表
は
プ
ロ

と
し
て
基
調
講
演
を
務
め
き

り
、
す
ぐ
に
日
本
へ
飛
ん
で
葬

儀
を
執
り
行
っ
た
。 

「
あ
の
舞

台
に
、母
が
い
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ
獲
得
は
、
母
か
ら

の
最
期
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
で

す
」
と
信
元
代
表
は
当
時
を
振

り
返
っ
て
喜
び
を
語
る
。
信
元

さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
に
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

を
創
立
。
同
社
の
母
体
と
な
る

ア
ス
パ
イ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
２
０
０
４
年
に
設
立
。

個
人
、
法
人
向
け
に
英
語
で
ス

ピ
ー
チ
す
る
技
術
を
指
導
し
て

い
る
。
１
９
９
５
年
早
稲
田
大

学
商
学
部
卒
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
ス
タ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
・

Ｎ
Ｙ
の
信
元
さ
ん
に

プ
ロ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
最
高
栄
誉
賞

オ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
経
営
学
修

士
号
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
取
得
。

リップシャツ信元夏代さん

　

衆
議
院
東
京
都
第
15
区
、
島

根
県
第
１
区
、
長
崎
県
第
３
区

選
出
議
員
の
補
欠
選
挙
に
伴
う

在
外
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
告
示

は
４
月
16
日
（
火
）、 

在
外
公

館
投
票
日
は
４
月
17
日
（
水
）。

日
本
国
内
の
投
票
日
は
４
月
28

日
（
日
）（
予
定
）。 

投
票
方

法 

「
在
外
公
館
投
票
」「
郵
便

等
投
票
」「
日
本
国
内
に
お
け

る
投
票
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
て
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

 
補
欠
選
挙
の
対
象
区
（
予

定
） （
１
）
衆
議
院 

東
京
都
第

15
区
（
区
割
り
改
定
な
し
） 

江

東
区 

（
２
）
衆
議
院 

島
根
県

第
１
区
（
区
割
り
改
定
あ
り
） 

松
江
市
、
安
来
市
、
仁
多
郡
、

隠
岐
郡
、
雲
南
市
（
雲
南
市
大

東
総
合
セ
ン
タ
ー
管
内
、
雲
南

市
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
管
内
、 

雲
南
市
木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
管

内
）、
出
雲
市
（
平
田
行
政
セ

ン
タ
ー
管
内
） （
３
）
衆
議
院 

長
崎
県
第
３
区
（
区
割
り
改
定

あ
り
） 

大
村
市
、
対
馬
市
、
壱

岐
市
、
佐
世
保
市
（
早
岐
支
所

管
内
、
三
川
内
支
所
管
内
、
宮

支
所
管
内
）、
五
島
市
、
東
彼

杵
郡
、
南
松
浦
郡
、 

北
松
浦
郡

（
小
値
賀
町
） 

。
公
館
投
票
は
、

在
外
選
挙
人
証
と
旅
券
等
の
身

分
証
明
書
が
必
要
。
郵
便
等
投

票
す
る
場
合
は
、
登
録
先
の
市

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
に
対
し
て
、
直
接
、
投
票
用

紙
等
を
請
求
す
る
必
要
が
あ

る
。

  

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙 

の
告
示
前
で
あ
っ
て
も
、
い
つ

で
も
で
き
る
。
請
求
の
際
は
在

外
選
挙
人
証
を
必
ず
同
封
す

る
。
請
求
用
紙
は
、
在
外
選

挙 

人
証
と
と
も
に
配
布
さ
れ

た
「
在
外
投
票
の
手
引
き
」
か

ら
コ
ピ
ー
す
る
か
、
次
の
在
外

選
挙
関
連
申
請
書
一
覧
の
ペ
ー

ジ
か
らhttps://www.mofa.

go.jp/mofaj/toko/senkyo/
shinseisyo.html 

ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
。

衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙

在
外
選
挙
４
月
17
日
に
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
で
は
春
の
新
学
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、4
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

ま
で
0
歳
か
ら
4
歳
く
ら
い
を

対
象
に
第
１
回
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

ク
ラ
ス
（
テ
ー
マ
は
お
花
見
）

を
開
催
す
る
。
費
用
35
ド
ル

（
材
料
費
込
み
・
ミ
ニ
お
土
産

付
き
）。
ま
た
14
日
（
日
）
午

前
11
時
45
分
か
ら
12
時
30
分
ま

で
（
45
分
間
）
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
開
催
す
る
。
対
象
は
3
歳
か

ら
8
歳
く
ら
い
の
初
心
者
。
体

験
レ
ッ
ス
ン
受
講
後
に
正
式
入

会
を
希
望
す
る
生
徒
に
は
入
会

金
割
引
特
典
が
適
応
さ
れ
、
本

格
的
な
舞
台
で
踊
る
こ
と
が
出

来
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も

経
験
出
来
る
。費
用
は
20
ド
ル
。

場
所
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
針

山
バ
レ
エ
（
７
番
街
４
２
１

番
地
３
階
）。
詳
細
はhttp://

nydanceart.com

Ｅ
メ
ー
ル

はContact@nydanceart.
com

針
山
さ
ん
。

針山バレエ
体験クラス

幼児向け

https://www.maxjob.com/
https://www.hondag.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
http://nydanceart.com
http://nydanceart.com
http://nydanceart.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/shinseisyo.html
mailto:Contact@nydanceart.com
https://ws.formzu.net/fgen/S908830779
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ボ
ス
ト
ン
日
本
祭
り
が

４
月
27
日
（
土
）
と
28
日

（
日
）
の
２
日
間
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

ボ
ス
ト
ン
コ
モ
ン
（
チ
ャ

ー
ル
ズ
通
り
16
番
地
）
の

会
場
で
開
催
さ
れ
る
。
文

化
ブ
ー
ス
（
茶
道
、
生

花
、
コ
ス
プ
レ
、
書
道
な

ど
）
や
キ
ッ
ズ
ブ
ー
ス
が

出
店
し
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
北
之
台
雅
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
琉
球
国
祭
り

太
鼓
、
コ
ス
プ
レ
デ
ス
マ

ッ
チ
（
ア
ニ
メ
ボ
ス
ト
ン

協
力
）、
駄
菓
子
屋
ロ
ッ

ク
（
盆
踊
り
）、Jeiko

（
和

太
鼓
）、
ラ
ッ
フ
ル
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
チ
ケ
ッ
ト
）、
長
岡

京
市
よ
さ
こ
い
踊
り
ほ
か

が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

う
。
フ
ー
ド
出
店
は
、
鶴

麺
ラ
ー
メ
ン
、
麺
屋
二
郎

ラ
ー
メ
ン
、
山
頭
火
ラ
ー

メ
ン
、
銀
だ
こ
（
た
こ
焼

き
）、
え
び
す
や
日
本
ス
ー

パ
ー
の
ベ
ー
カ
リ
ー
、
コ

ア
ラ
食
堂
、
日
本
か
ら
は

Nuts and Beans 

ラ
ー
メ

ン
、
秋
田
県
の
お
に
ぎ
り
・

甘
酒
も
あ
る
。
一
般
ブ
ー

ス
は
、
育
て
る
タ
オ
ル
、

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
）、
ボ
ス
ト

ン
日
本
協
会
、
ボ
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
、
ヤ
マ
ト
運

輸
、
日
本
航
空
、
ア
ニ
メ

ボ
ス
ト
ン
、
昭
和
ボ
ス
ト

ン
、
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
日
本

語
学
院
、
ボ
ス
ト
ン
日
本

人
会
、
ボ
ス
ト
ン
東
ス
ク

ー
ル
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ

ン
サ
ー
、
一
般
ブ
ー
ス
へ

の
出
展
（
申
し
込
み
締
め

切
り
は
３
月
31
日
）
も
募

集
し
て
い
る
。
詳
細
は
公

式
サ
イ
トhttp://www.

japanfestivalboston.org

を
参
照
す
る
。

ボ
ス
ト
ン
で
日
本
祭
り

4
月
27
日
と
28
日
に

　
「allow

（
〜
を
許
可
す
る
）

と
い
う
単
語
を
発
音
す
る
と

arrow

（
矢
印
）
と
間
違
え
ら

れ
ま
す
」
と
い
う
ご
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
単
語

の
発
音
の
違
い
は
、
Ｌ
と
Ｒ
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
母
音

が
違
い
、
強
弱
リ
ズ
ム
ま
で
違

い
ま
す
。

　

今
日
は
そ
の
中
で
も
英
語
が

通
じ
る
た
め
に
最
も
重
要
な
、

リ
ズ
ム
の
確
認
方
法
に
つ
い

allow

とarrow

の
発
音
の
違
い

ク
セ
ン
ト
マ
ー
ク
が
付
き
ま
せ

ん
。
動
画allow

は
弱-

強
リ

ズ
ム
で
、
二
音
節
目
が
強
く
な

り
、arrow

は
強-

弱
リ
ズ
ム

で
、
一
音
節
目
が
強
く
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の

は
、
お
使
い
の
辞
書
の
発
音
記

号
シ
ス
テ
ム
は
、
ア
ク
セ
ン
ト

マ
ー
ク
を
ど
こ
に
付
け
る
シ
ス

テ
ム
か
を
、
知
っ
て
お
く
こ
と

で
す
。そ
こ
に
誤
解
が
あ
る
と
、

発
音
記
号
を
読
み
取
る
時
に
、

間
違
え
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
で
す
。辞
書
に
よ
っ
て
は
、

母
音
の
す
ぐ
上
に
つ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
し
、
音
節
直
前
に
つ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
の
発
音
記
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
２
種
類
の
発
音

記
号
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
ア
ク

セ
ン
ト
マ
ー
ク
の
読
み
方
を
比

較
い
た
だ
け
ま
す
。allow

と

arrow

の
実
際
の
発
音
の
コ
ツ

を
動
画
で
解
説
し
ま
し
た
の

で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く

だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

33

て
、説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

強
弱
リ
ズ
ム
は
、
辞
書
の
発

音
記
号
で
確
認
で
き
ま
す
。
強

い
音
節
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
マ
ー

ク
が
付
き
、
弱
い
音
節
に
は
ア

ボランティアやスポンサーを募集

ボストンで開催された日本祭り（昨年）

知
識
よ
り

体
得
を
重
視
す
る

常
に
創
造
的
な

仕
事
を
す
る

　
「
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

と
「
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
別
で
す
。

　

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
生
涯
の

仕
事
と
し
て
一
生
懸
命
行
う
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
た
だ
そ
れ

　

た
と
え
ば
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を

焼
成
す
る
と
き
の
収
縮
率
の
予

測
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
こ

だ
け
で
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
取
り

組
み
な
が
ら
も
、
常
に
こ
れ
で

21

の
事
実
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

文
献
な
ど
で
得
た
知
識
に
基
づ

い
て
、
同
じ
条
件
で
焼
成
を
行

っ
た
つ
も
り
で
も
、
実
際
に
得

ら
れ
る
結
果
は
そ
の
都
度
違
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
本
の
上
で
の
知
識
や

理
屈
と
実
際
に
起
こ
る
現
象
と

は
違
う
の
で
す
。
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
、
つ
ま
り
体
得
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
し
か
本
物
を
得

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
営
業
部
門
で
あ

れ
、
管
理
部
門
で
あ
れ
ま
っ
た

く
同
じ
で
、
こ
う
し
た
ベ
ー
ス

が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
知

識
や
理
論
が
生
き
て
く
る
の
で

す
。

い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
毎

日
毎
日
考
え
、
反
省
し
、
そ
し

て
改
善
、
改
良
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
決
し
て
昨
日
と

同
じ
こ
と
を
漫
然
と
繰
り
返
し

て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

毎
日
の
仕
事
の
中
で
、「
こ

れ
で
い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と

を
常
に
考
え
、同
時
に
「
な
ぜ
」

と
い
う
疑
問
を
も
ち
、
昨
日
よ

り
は
今
日
、
今
日
よ
り
は
明
日

と
、与
え
ら
れ
た
仕
事
に
対
し
、

改
善
、
改
良
を
考
え
続
け
る
こ

と
が
創
造
的
な
仕
事
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
す

ば
ら
し
い
進
歩
が
遂
げ
ら
れ
る

の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://hls-global.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://www.seishinjukuny.org
http://www.japanfestivalboston.org
slidemethod.com
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Ｍ
Ｇ
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今
回
は
米
国
市
民
権
や
永
住

権
の
放
棄
に
関
係
す
る
税
金
の

話
で
す
。
米
国
市
民
権
や
米
国

永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）

保
持
者
の
方
は
、
世
界
中
ど
こ

に
い
て
も
米
国
の
税
務
上
の
居

住
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
居
住

者
が
得
た
所
得
は
、
そ
の
所
得

の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
か

か
わ
ら
ず
米
国
で
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
米
国
市
民

権
を
持
つ
方
が
日
本
で
働
い
て

給
与
所
得
を
得
る
場
合
、
そ
の

給
与
所
得
は
米
国
で
も
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
継
続
し
て
毎
年
米

国
で
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
日
本
と
米
国
で
の
二
重
課

税
を
防
ぐ
た
め
の
外
国
税
額
控

除
や
外
国
役
務
控
除
を
申
請
し

て
も
、
所
得
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

は
最
終
的
に
米
国
で
も
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

所
得
税
率
も
低
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

場
合
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

比
較
的
所
得
税
率
の
低
い
国
に

移
住
し
た
場
合
で
す
。
せ
っ
か

く
税
率
の
低
い
国
に
移
住
し
て

も
、
最
終
的
に
米
国
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で

の
継
続
的
な
課
税
を
避
け
る
た

め
、
あ
る
い
は
単
に
今
後
米
国

に
居
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

米
国
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
で

は
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄
す

る
納
税
者
に
国
籍
離
脱
税
を
課

す
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
の
で

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
国
籍
離
脱
税
の
対
象
者

　

国
籍
離
脱
税
は
、
市
民
権
を

放
棄
す
る
米
国
市
民
、
米
国
永

住
権
を
放
棄
す
る
長
期
永
住
権

保
持
者
、
ま
た
は
租
税
条
約
の

も
と
、
米
国
以
外
の
国
で
の
居

住
者
と
し
て
所
得
税
を
納
付
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
長
期
永
住

権
保
持
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
「
長
期
」
永
住
権

保
持
者
と
は
、
永
住
権
を
過
去

15
年
の
う
ち
８
年
間
保
持
し
た

者
を
指
し
ま
す
。
暦
年
中
に
１

日
で
も
永
住
権
を
保
持
し
て
い

た
年
は
１
年
と
数
え
ら
れ
る
た

め
、
最
短
で
６
年
と
２
日
で
８

年
間
の
保
持
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
と
な
り
、
長
期
永
住
権
保

持
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
次
の

条
件
を
一
つ
で
も
満
た
す
米
国

市
民
及
び
長
期
永
住
権
保
持
者

は
、
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
と
、
国
籍
離
脱
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

（
１
）
２
０
２
３
年
に
国
籍
を

離
脱
し
た
方
は
、
国
籍
離
脱
前

の
過
去
５
年
間
の
平
均
年
間
所

得
税
額
が
19 

万
ド
ル
（
毎
年

イ
ン
フ
レ
調
整
あ
り
）
を
超
過

す
る
場
合

（
２
）
純
資
産
が
２
０
０
万
ド

ル
以
上
の
場
合
、
ま
た
は

（
３
） 

国
籍
離
脱
の
直
前
の
５

年
間
に
、
米
国
に
お
い
て
納
税

義
務
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た

場
合

　

１
の
平
均
所
得
税
の
要
件

は
、
通
常
税
額
や
代
替
ミ
ニ
マ

ム
税
の
合
計
か
ら
認
め
ら
れ
た

税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
の

た
め
、
申
告
書
の
最
終
税
額
と

理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
２
の
純
資
産
の
要
件
は
、

放
棄
直
前
に
贈
与
を
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
贈
与
税
法
上
で

対
象
と
な
る
金
額
で
判
断
さ
れ

ま
す
。
３
の
過
去
５
年
間
納
税

義
務
遵
守
の
要
件
は
、
対
象
者

に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る

Form 8854

で
過
去
5
年
の

受
け
取
り
に
関
し
て
は
異
な
る

規
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

国
籍
離
脱
税
の
対
象
者
か
ら
の

米
国
市
民
／
居
住
者
へ
の
贈
与

や
遺
贈
は
受
取
人
に
課
税
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
報
告

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
、
国
籍
離
脱
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ずForm 8854

を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

を
怠
っ
た
場
合
は
１
万
ド
ル
の

罰
則
が
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
で
放
棄
を
考
え
て
い
る

方
は
、
国
籍
離
脱
税
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
国
籍
離

脱
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
記
載
の
情
報
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
該
当

す
る
場
合
は
必
ず
税
務
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
額
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
遵
守
を
示
し
ま
す
。

▽
国
籍
離
脱
税

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
の
放
棄

を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
が
保
有

す
る
全
て
の
資
産
を
そ
の
所
在

地
に
関
わ
ら
ず
離
脱
／
放
棄
前

日
の
時
価
で
売
却
し
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
た
み
な
し
売
却
益

の
う
ち
、
82
万
１
０
０
０
ド
ル

を
超
え
た
金
額
が
課
税
対
象
所

得
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
売
却

資
産
の
性
質
に
よ
っ
て
当
該
課

税
対
象
所
得
に
適
用
す
る
税
率

が
異
な
り
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
繰
延
所
得
、

Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
課
税
繰
延
所

得
、
ま
た
は
他
益
信
託
か
ら
の

２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
ザ
の
申
請
費
用
が
大
幅
に
変
更

さ
れ
ま
す
（
１
）

クイックUSA

明
し
て
い
ま
す
。
注
目
す
べ
き

大
き
な
変
更
を
詳
し
く
ご
紹
介

し
ま
す
。

■I-129

申
請
料
金
の
変
更

　I-129

申
請
料
金
は
ビ
ザ
の

種
類
と
雇
用
主
の
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。IRC 

§501(c)(3)

の
非

営
利
団
体
（
内
国
歳
入
庁
か
ら

税
法
上
の
認
証
を
得
て
、
非
営

利
法
人
と
し
て
寄
付
行
為
に
対

す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
認

め
ら
れ
て
い
る
団
体
）
と
フ
ル

タ
イ
ム
従
業
員
が
25
人
以
下
の

雇
用
主
を
除
く
全
て
の
請
願
者

に
対
し
、I-129

申
請
料
金
は

大
幅
に
増
額
さ
れ
る
予
定
で

す
。

165

Ｈ-

１
Ｂ
申
請
：
４
６
０
ド
ル

か
ら
７
８
０
ド
ル
へ

Ｌ-
１
申
請
：
４
６
０
ド
ル
か

ら
１
３
８
５
ド
ル
へ

Ｏ-
１
申
請
：
４
６
０
ド
ル
か

ら
１
０
５
５
ド
ル
へ

Ｔ
Ｎ
、
Ｅ
、
そ
の
他
の
申
請
：

４
６
０
ド
ル
か
ら
１
０
１
５
ド

ル
へ

　

ま
た
25
年
度
の
Ｈ-
１
Ｂ
ビ

ザ
の
抽
選
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
費
用
は
従
来
ど
お
り
10

ド
ル
で
す
が
、
26
年
度
か
ら
は

２
１
５
ド
ル
へ
大
幅
に
値
上
げ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
Ｅ
Ｂ-

５
（
投
資
家
ビ
ザ
）

申
請
手
数
料
の
変
更

　

Ｅ
Ｂ-

５
を
取
得
す
る
た
め

の
申
請
書
、I-526

と I-526E

の
申
請
費
用
は
３
６
７
５
ド

ル
か
ら
１
万
１
１
６
０
ド
ル

へ
と
劇
的
に
値
上
げ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

Ｅ
Ｂ-

５
取
得
者
が
最
終
的
に

永
住
権
を
獲
得
す
る
た
め
の

申
請
書I-829

の
申
請
費
用
は

３
７
５
０
ド
ル
か
ら
９
５
２
５

ド
ル
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

記
事
監
修

木
村
原

Kimura Law Offi  ce
www.919usa.com

　

２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ザ
の
申
請

費
用
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま
す

（
１
）

　

２
０
２
４
年
１
月
31
日
、
米

国
市
民
権
・
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ザ

の
申
請
費
用
の
大
幅
な
変
更
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変

更
は
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
大
幅

な
申
請
費
用
変
更
に
関
し
て
移

民
局
は
、
新
料
金
は
処
理
時
間

を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
料
金
で
は
ビ

ザ
申
請
書
を
適
時
に
審
査
す
る

た
め
に
必
要
な
運
営
コ
ス
ト
を

も
は
や
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
説

Quiet Luxury
目立たないけれど良質のファッション

　　　　　　 今、アメリカの 服飾業界は、Quiet Luxury の話題で持ちきりです。
Quiet Luxury（静かな贅沢）とは、目立たないけれど良質のファッション
という意味で、ブランドを強調する派手なファッション（Loud Luxury と

も称されます）に対峙するものです。
　Quiet Luxury は、刺激的な配色を抑え、すっきりとしたデザインで、生地そのものと仕立
ての良さを特徴とします。つまり、有名ブランドの知名度に頼る戦略ではなく、伝統的なシ
ックと品質、そんな装いに戻ろうとする動きのようです。
　Quiet Luxury の高まりの裏には、パンデミック後の人々の考え方の変化があります。派手
なブランド物を着て人の目を引くことより、見た目は地味であっても、丁寧に作られた着や
すいものに予算を使おうという人が増えているのです。
　流行を追うだけの安作りの服（Fast Fashion と呼ばれます）が売れ残り大量に廃棄される
のと異なり、一時的なはやりに流されないQuiet Luxury の服は、長い年月にわたって着続け
ることができます。Quiet Luxury は単に服飾のトレンドだけでなく、環境を重視するアメリ
カ消費者の価値観の変化を反映しているのです。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【269】

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

https://goshikiprinting.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
tel:2122136069
http://kkobo.com/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
https://aantcinc.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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あ
さ
り
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
レ

イ
ブ
の
か
ら
し
酢
味
噌
和

あ
さ
り
の
土
鍋
炊
き
込
み
ご
は
ん

あ
さ
り
の
茶
碗
蒸
し

　

和
食
で
は
定
番
の
春
ら
し
い

食
材
の
組
み
合
わ
せ
に
、
オ
レ

ン
ジ
と
ア
ボ
カ
ド
を
加
え
て
新

し
い
感
覚
の
１
品
に
仕
上
げ
ま

す
。
か
ら
し
酢
味
噌
は
マ
グ
ロ

や
は
ま
ち
な
ど
の
刺
身
や
、
ゆ

で
た
イ
カ
や
タ
コ
に
も
良
く
合

い
、
冷
蔵
庫
で
日
持
ち
す
る
の

で
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
作
り
方
】

　

●
辛
子
酢
味
噌
＝
小
さ
な
鍋

に
西
京
み
そ
、
み
り
ん
、
砂
糖

を
入
れ
て
、
火
に
か
け
な
が
ら

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
沸
い
た

ら
弱
火
に
し
て
、
30
秒
ほ
ど
ま

　

土
鍋
が
無
け
れ
ば
普
通
の
蓋

つ
き
の
鍋
で
も
作
れ
ま
す
。
残

っ
た
ら
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ

て
も
お
い
し
い
で
す
。

【
作
り
方
】

　

あ
さ
り
は
酒
と
一
緒
に
火
に

春
が
旬
の
あ
さ
り
三
昧

(辛子酢味噌 )
西京味噌 ...............100g
みりん ...................100g
砂糖 .........................25g
卵黄 .......................１個
酢 .............................50g
辛子 .........................20g

あさり ...............１０個
酒 30g(あさりを開く用 )
鰹昆布出汁とあさりを
開いた時に残った汁を
合わせて ...............180g
薄口醤油 .................15g
みりん .......................7g

(茶碗蒸しの地 )
あさり ............... 9個
酒 ........................30g
(あさりを開く用 )
鰹昆布出汁とあさりを
ひらいたときに残った
汁を合わせて 150gに
する。
みりん ..................5g

【材料】　

【材料】　

【材料】　

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ 

は　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
和
参
と

a-un

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
と

し
て
活
躍
す
る
櫻
井
覚
三
郎
シ

ェ
フ
に
春
が
旬
の
あ
さ
り
を
使

っ
た
料
理
を
3
品
ご
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
す
。
あ
さ
り
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
で
も
、

Littleneck  clam

と
い
う
名

前
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ぜ
続
け
て
か
ら
火
を
消
し
て
、

卵
黄
を
入
れ
、
素
早
く
ホ
イ
ッ

パ
ー
で
混
ぜ
る
。
目
の
細
か
い

ザ
ル
な
ど
で
裏
漉
し
し
て
か

ら
、
酢
と
辛
子
を
加
え
て
、
よ

く
混
ぜ
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
レ

イ
ブ
は
少
し
塩
を
入
れ
た
お
湯

で
茹
で
て
、
冷
水
に
取
り
、
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
水
気
を

よ
く
取
っ
て
、
３
セ
ン
チ
ぐ
ら

か
け
て
開
い
た
ら
火
を
止
め

て
、
汁
と
分
け
て
殻
か
ら
外
し

て
お
く
。
こ
の
時
の
汁
と
鰹
昆

布
出
汁
を
合
わ
せ
て
１
８
０

ｇ
に
し
て
、
ボ
ー
ル
に
入
れ

る
。
こ
こ
に
薄
口
醤
油
、
み
り

い
に
切
っ
て
お
く
。
あ
さ
り
は

小
さ
な
鍋
に
入
れ
て
、
お
酒
を

入
れ
て
火
に
か
け
て
、
開
い
た

ら
す
ぐ
に
火
を
止
め
て
ボ
ー
ル

な
ど
に
汁
ご
と
あ
け
て
、
触
れ

る
ぐ
ら
い
に
冷
め
た
ら
殻
か
ら

外
し
て
汁
に
入
れ
た
ま
ま
冷
蔵

庫
で
冷
や
し
て
お
く
。

ア
ボ
カ
ド
は
３
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
ス
ラ
イ
ス
に
し
て
オ
レ
ン
ジ

は
ふ
さ
か
ら
身
だ
け
を
切
り
出

し
て
お
く
。
全
部
の
材
料
を
ボ

ー
ル
に
い
れ
て
、
辛
子
酢
味
噌

を
い
れ
て
、
和
え
て
か
ら
器
に

盛
り
付
け
、
上
か
ら
胡
麻
油
を

た
ら
す
。

ブロッコリーレイブ . 20g
あさり ...................６個
酒 15g(あさりを開く用 )
アボカド .................20g
オレンジ ...............少々
辛子酢味噌 .............20g
胡麻油 ............少々 (1g)

塩 ...............................1g
しめじ .....................15g
人参 ...........................5g
油揚げ ....................1枚
生姜千切り ...........少々
青ネギ　小口切り 少々

薄口醤油 ..............7g
玉子 ...................１個
あさりむき身 ... 3個
椎茸スライス 3切れ
かまぼこ ........3切れ
ミツバ ............... 1本
ミツバ (葉 ) ...... 1枚
冷凍ゆず皮 .......少々

　

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
、
家

庭
で
も
簡
単
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
べ
る
よ
う
な
茶
碗
蒸
し
が
作

れ
ま
す
。

【
作
り
方
】

　

家
庭
で
も
簡
単
に
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
べ
る
よ
う
な
茶
碗
蒸
し

の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
あ

さ
り
は
酒
と
一
緒
に
火
に
か
け

て
開
い
た
ら
火
を
止
め
て
、
汁

と
分
け
て
殻
か
ら
外
し
て
お

く
。
こ
の
時
の
汁
と
鰹
昆
布
出

汁
を
合
わ
せ
て
１
５
０
ｇ
に
し

て
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。
こ
こ

に
、
み
り
ん
、
薄
口
醤
油
、
玉

子　

入
れ
て
、
箸
で
、
で
き
る

だ
け
泡
立
た
な
い
よ
う
に
、
切

る
よ
う
に
よ
く
混
ぜ
て
か
ら
、

ザ
ル
で
こ
す
。
蒸
し
器
が
な
い

場
合
は
蓋
付
き
の
鍋
に
２
セ
ン

チ
ほ
ど
水
を
入
れ
て
、
沸
か
し

て
お
く
。
器
に
ス
ラ
イ
ス
し
た

椎
茸
、
か
ま
ぼ
こ
、
あ
さ
り
、

１
セ
ン
チ
に
切
っ
た
ミ
ツ
バ
を

入
れ
て
、
玉
子
が
沈
む
の
で
、

茶
碗
蒸
し
の
地
を
軽
く
か
き
混

ぜ
て
か
ら
入
れ
て
、
さ
ら
に
軽

く
か
き
混
ぜ
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
ふ
た
を
し
て
お
湯
が
入
っ
た

鍋
に
直
接
入
れ
て
、
鍋
の
蓋
を

し
て
弱
火
で
10
分
加
熱
す
る
。

こ
の
時
に
鍋
の
蓋
に
ス
プ
ー
ン

な
ど
の
柄
の
部
分
を
挟
み
＝
写

真
＝
、
少
し
隙
間
を
作
っ
て
お

く
と
、
茶
碗
蒸
し
が
出
来
上
が

っ
た
時
に
「
す
」
が
入
り
に
く

く
滑
ら
か
に
仕
上
が
る
。
取
り

出
し
て
ア
ル
ミ
を
取
り
、
軽
く

ゆ
す
っ
て
み
て
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
よ
う
な
ら
、
ミ
ツ
バ
の

葉
と
ゆ
ず
皮
を
上
に
盛
り
付
け

る
。

Wasan Brooklyn
440Bergen Street

 Brooklyn NY 11217
   718-864-3549
  wasan-ny.com
営業時間

7days open 11:30am-9:15pm

a-un Brooklyn
156 Knickerbocker Ave 

Brooklyn NY 11237
  718-678-6628

aunbrooklyn.com
Mon-Fri  5:00pm-9:30pm
Sat.Sun 12:00pm-3:30pm
                5:00pm-9:30pm

ん
、
塩
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ

る
。（
Ａ
）
米
1
合
は
洗
っ
て

土
鍋
に
入
れ
、（
Ａ
）
を
入
れ
、

細
か
く
裂
い
た
し
め
じ
と
細
切

り
に
し
た
人
参
と
油
揚
げ
を
入

れ
て
強
火
に
か
け
て
、
沸
騰
し

た
ら
蓋
を
し
て
、
弱
火
に
し
て

5
分
加
熱
し
た
ら
、
一
度
し
ゃ

も
じ
で
そ
こ
の
部
分
を
こ
す
っ

て
、
コ
メ
を
土
鍋
か
ら
完
全
に

離
し
て
お
く
。
そ
う
す
る
と
、

お
こ
げ
が
で
き
に
く
く
、
全
部

美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
弱
火
で
5
分
加
熱

し
て
、
火
を
止
め
て
10
分
蒸
ら

し
た
ら
、千
切
り
に
し
た
生
姜
、

殻
か
ら
外
し
た
あ
さ
り
、
小
口

に
切
っ
た
青
ネ
ギ
を
ち
ら
し

て
、
さ
ら
に
5
分
蓋
を
し
て
蒸

ら
す
。よ
く
か
き
混
ぜ
て
か
ら
、

器
に
よ
そ
う
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
aunbrooklyn.com
wasan-ny.com
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　今回ご紹介するのは、Bushwick にある Your Way Cafe です！突然ですが皆さん、
NYのカフェって狭いと思いませんか？特に繁華街やマンハッタンだと隣の人と肩
がぶつかりそうな距離で座らないといけないことも。しかし、このカフェはとって
も広い！日当たり抜群、高い天井が気持ちいいのです。昔旅行で行ったカリフォル
ニアを思い起こさせる、懐かしい空気が流れています。アラサー歓喜の懐メロが流
れる全く飾り気のない店内は、清潔でとても居心地がいい。近隣のカフェに比べる
と値段もかなり手頃です。そしてサンドイッチやラップといったフードメニューが
大充実なうえ、なんとなく健康的なメニューも多い気がして、ついつい通ってしま
うのでした。とにかくおしゃれなカフェやバーが乱立する昨今の Bushwick では貴
重な、実家に帰ってきたような気分でくつろげる場所です。ぜひ！
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京
から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていた
ら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023
年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【7】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ア
ビ
エ
イ

タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
＆
イ
ベ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
グ
リ
ー

ン
・
メ
ド
ウ
ズ
農
場
で
は
3
月

23
日
と
24
日
の
週
末
、
午
前
11

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
復
活

祭
の
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
イ

ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
・

２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
と
一
緒

に
屋
外
で
宝
物
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ー
ス
タ

ー
エ
ッ
グ
探
し
を
し
た
り
、
牧

場
の
動
物
た
ち
に
お
や
つ
を
あ

げ
た
り
と
親
子
で
楽
し
め
る
。

3
月
は
翌
週
末
の
29
日
〜
30

日
、
4
月
１
・６
・７
日
も
開
催

さ
れ
る
。
参
加
費
は
14
ド
ル
。

イースター
エッグハント

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
書
画
家
、
田
中
太
山
の

キ
ッ
ズ
書
道
ク
ラ
ブ
「Show-

Do

」
の
グ
ル
ー
プ
展
が
、
今
年

も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ギ
ャ
ラ

リ

ー
「The Brick Art and 

Gifts

」（599 Vanderbilt 
Ave

）
で
３
月
７
日
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
空
」。
会
場
で
は
生
徒
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
作
品
展
示

の
ほ
か
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
制
作
し
た
約
２
メ
ー
ト
ル

の
大
作
も
展
示
さ
れ
る
。
４
月

４
日
（
木
）
ま
で
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
土
曜
が
午
前
11
時
か
ら
午
後

７
時
、
日
曜
は
午
後
６
時
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://brickartstore.com/

Green Meadows Farm 
Brooklyn

at Aviator Sports & Events Center
3159 Flatbush Avenue
Brooklyn, NY 11234

(718) 470-0224

詳細はウェブサイト
https://greenmeadowsfarmbrooklyn.com/

キ
ッ
ズ
書
道
ク
ラ
ブ「Show - Do

」

グ
ル
ー
プ
展

　

 

開
催
中

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://brickartstore.com/
https://brickartstore.com/
https://brickartstore.com/
https://greenmeadowsfarmbrooklyn.com/
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「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
と
聞
く

と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
だ
ろ
う
か
。
空
高
く
そ
び

え
立
つ
摩
天
楼
に
、
キ
ラ
キ
ラ

し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包

ん
だ
バ
リ
バ
リ
の
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
た
ち
。

　
『
セ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ザ
・

シ
テ
ィ
』
や
『
プ
ラ
ダ
を
着
た

悪
魔
』
の
よ
う
に
、
人
々
の
活

気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ

た
、
ま
る
で
映
画
の
よ
う
な
世

界
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
理
想
の
世
界
と
、
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
く
、
時

に
面
白
お
か
し
く
紹
介
し
て
い

る
の
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
住

む
漫
画
家
・
ヤ
マ
モ
ト
レ
ミ
さ

ん
（
34
）
だ
。

　

２
０
２
２
年
１
２
月
に
発
売

さ
れ
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ヤ

マ
モ
ト
さ
ん
」
は
、
悩
み
多
き

ア
ラ
サ
ー
女
子
・
ヤ
マ
モ
ト
さ

ん
の
実
際
の
体
験
談
を
基
に
描

か
れ
た
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

だ
。
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
は
婚
約
者

と
破
局
し
、
仕
事
も
う
ま
く
行

か
ず
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
た
時

期
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
異
動

を
打
診
さ
れ
た
。

　

ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
は
上
司
か
ら

の
打
診
を
二
つ
返
事
で
受
け
入

れ
、
単
身
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行

き
の
航
空
機
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
の
職
場
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
に
あ
る
日

本
食
ス
ー
パ
ー
。
そ
こ
に
勤
め

る
パ
ワ
フ
ル
な
同
僚
達
と
の
や

り
取
り
を
中
心
に
、
エ
ッ
セ
イ

は
展
開
さ
れ
る
。
日
々
の
仕
事

は
泥
臭
い
も
の
ば
か
り
で
、
米

袋
を
運
ん
だ
り
、
も
や
し
を
詰

め
替
え
た
り
、
ち
っ
と
も
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
で
は
な
い
。し
か
し
、

若
く
し
て
夫
に
先
立
た
れ
、
女

手
一
つ
で
息
子
を
育
て
上
げ
た

ク
ニ
コ
さ
ん
。
政
情
不
安
か
ら
米

国
に
亡
命
し
、
自
力
で
永
住
権
を

獲
得
し
た
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
さ
ん
。
30

代
で
病
気
が
見
つ
か
り
、
子
供
が

授
か
れ
な
く
な
っ
た
ル
ー
ム
メ
イ

ト
の
Ｍ
さ
ん
。
逆
境
に
卑
屈
に

な
ら
ず
、
常
に
前
を
向
き
続
け

る
女
性
た
ち
と
の
出
会
い
を
通

じ
、
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
の
心
は
少

し
ず
つ
癒
さ
れ
て
い
く
。

　

収
入
や
学
歴
、
結
婚
な
ど
、

日
本
時
代
は
ア
ラ
サ
ー
な
ら
で

は
の
悩
み
に
圧
し
潰
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
た
ヤ
マ
モ
ト
さ

ん
。
そ
の
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
徐
々
に
自
分
ら

し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
く
様

は
、ほ
ろ
り
と
涙
を
誘
い
つ
つ
、

時
に
痛
快
で
愉
快
だ
。

　

エ
ッ
セ
イ
に
は
、
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
、
で
も
ど
こ
か
憎
め

な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
も
多
く

登
場
す
る
。
優
し
く
て
可
愛
ら

し
い
ロ
シ
ア
人
の
ア
ラ
と
、
偏

屈
だ
け
ど
不
器
用
で
優
し
い
イ

タ
リ
ア
人
の
エ
ン
リ
コ
。
大
男

で
仏
頂
面
で
大
酒
飲
み
の
メ
キ

シ
コ
人
の
ハ
イ
ロ
。
親
し
み
や

す
い
表
現
と
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
の

心
の
ぼ
や
き
に
思
わ
ず
ク
ス
っ

と
笑
っ
た
り
と
、
共
感
し
た
り

し
て
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
手
が

止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
は
や
が
て
日

本
食
ス
ー
パ
ー
を
退
職
し
、
長

年
の
夢
だ
っ
た
漫
画
家
と
し
て

独
立
す
る
こ
と
を
決
心
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
日
々
を
漫

画
に
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
反
響
が
集
ま

っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。「
漫
画
を
描
く
、
そ
れ
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
き
て
い

く
」
と
一
歩
を
踏
み
出
し
た
そ

の
姿
は
、
も
う
立
派
な
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
憧
れ
て
い
る
人
、
興
味
が
あ

る
人
、
こ
れ
か
ら
海
外
で
生
活

を
始
め
る
人
、
そ
し
て
、
悩
ん

で
い
て
少
し
で
も
元
気
に
な
り

た
い
人
。
読
め
ば
き
っ
と
前
向

き
に
な
れ
る
、
い
ろ
ん
な
人
に

お
す
す
め
し
た
い
本
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
き
ゃ
ま
）

　
　
　
　
　

◆

　

ヤ
マ
モ
ト
レ
ミ
さ
ん
は
本
紙

連
載
記
事
「Brooklyn

の
ヤ

マ
モ
ト
さ
ん
」
で
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

（yamamotoinnyc

）
や
ブ
ロ

グ
（
摩
天
楼
は
そ
れ
な
り
に
）

で
も
漫
画
を
掲
載
し
て
い
る
。

新たな一歩を踏み出す勇気をくれたNY
ヤマモトレミ・著
 ＫＡＤＯＫＡＷＡ・刊

■はじめての俳句レッスン（辻桃子・安部元気、三笠書房）
俳句に興味があるけれど、どうやってつくったらよいのか
わからない初心者のために、最初の一句をつくる手がかり
を俳人の２人がまとめた本。基礎の後は、作ってみたけど
しっくりいかないという悩みにも添削の例を挙げて説明す
る。基本から上達ポイントまで満載の一冊。■東京都同情
塔（九段理江、新潮社）現実には廃案になったザハ・ハディ
ドの国立競技場が完成し、寛容論が浸透したもう一つの日
本で、新しい刑務所が建てられることになった。犯罪者に
寛容になれない建築家・牧名沙羅は、仕事と信条の乖離に
苦悩しながらパワフルに未来を追求する。AIを使った小説
としても話題になった芥川賞受賞作。■アメリカの子ども
が読んでいるお金のしくみ（ウォルター・アンダル、ダイ
ヤモンド社）米Amazonで 5評価が驚異の1万件超。全米
で親子がともに読んで絶賛する金融と経済の入門書の邦訳
本。金利、インフレ、ローン、株、為替など将来お金で困
らないために、絶対知っておきたいお金の基本についてを
解説する。■はぐれ同心の意地　神田のっぴき横丁６（氷
月葵、二見時代小説文庫）江戸は神田にある通称のっぴき
横丁。続く盗難騒ぎに「はぐれ同心」大崎角之進が手助け
する。奢侈禁止令を振りかざして庶民を弾圧する老中の水
野忠邦と南町奉行の鳥居耀蔵に密かに反発し、登一郎とと
もに悪に立ち向かうシリーズ第6弾。■この銀盤を君と跳ぶ（綾崎隼、角川
書店）2か月後にオリンピックを控えた全日本フィギュアスケート選手権。
卓越した表現力を持つ完璧主義者・京本瑠璃。圧倒的身体能力でジャンプの
限界を超越する雛森ひばり。残りひとつのオリンピック出場枠をかけて闘う。
瑠璃については彼女の振付師兼コーチが、ひばりは彼女の幼馴染であり怪我
によって選手生命を絶たれた友人によって語られる。■老化恐怖症（和田秀
樹、小学館新書）若い頃はバブル景気の勢いもあって、お金もあり遊んでい
た世代が定年を前にした今、思い通りにいかない自分の健康をはじめ、仕事、
夫婦関係、実家の老親のことで頭を抱え始める人は多い。ベストセラー作家
が「老いの恐怖」をどう乗り越えるか、精神科医の立場から説く。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

俳
句
を
始
め
た
い
人
の
た
め
の
一
冊
。
Ａ
Ｉ
を
使
い
話
題
に
な
っ
た
芥
川
賞
受
賞
作
。

米
国
で
高
評
価
の
子
供
向
け
経
済
入
門
書
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
か
け
て
闘
う
２
人
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
。
老
い
の
恐
怖
に
打
ち
勝
つ
ア
ド
バ
イ
ス
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

今
月
10
日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
行
わ
れ
た
、
第
96
回
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
で
『
哀
れ
な
る
も
の
た

ち
』
に
出
演
し
た
エ
マ
・
ス
ト

ー
ン
が
主
演
女
優
賞
を
受
賞
し

た
。
こ
の
映
画
は
衣
装
デ
ザ
イ

ン
賞
ほ
か
計
4
部
門
も
受
賞
。

ス
ト
ー
ン
は
『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン

ド
』
に
続
く
2
度
目
の
主
演
女

優
賞
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

こ
の
映
画
の
原
作
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
小
説
家

ア
ラ
ス
タ
ー
・
グ
レ
イ

（
１
９
３
４
〜
２
０
１
９
年
）

に
よ
る
『
哀
れ
な
る
も
の
た
ち

（
原
題Poor Things

）』
で
、

１
９
９
２
年
に
発
表
さ
れ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
後
、
原
作
の
書

籍
の
売
れ
行
き
に
も
か
な
り
の

反
響
が
で
て
い
る
。

　

物
語
の
舞
台
は
、
９
世
紀
末

の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
。
異
端
の
科
学

者
バ
ク
ス
タ
ー
は
、
身
投
げ
し

た
女
性
に
胎
児
の
脳
を
移
植
し

て
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う
驚
異
の

手
術
に
成
功
す
る
。そ
の
女
性
、

成
熟
し
た
肉
体
と
無
垢
な
精
神

を
も
つ
ベ
ラ
は
男
た
ち
を
惹
き

つ
け
る
。
ベ
ラ
は
街
を
飛
び
出

し
旅
す
る
な
か
で
急
速
な
成
長

を
と
げ
る
。
そ
の
と
き
、
彼
女

が
知
っ
た
真
実
と
は
。（
高
田
）

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
を
日
本
語
で
読
む

 『哀れなるものたち』
作：アラスター グレイ
早川書房　2023 年

tel:2122136069
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.easeny.com/


（13）　　 ［NY生活ウーマン］ 2024年（令和 6年）3月 23日（土）

　
東
京
で
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て

ヴ
ォ
ー
グ
や
エ
ル
・
ジ
ャ
ポ
ン

な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の

写
真
撮
影
で
活
躍
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
東
京

か
ら
出
張
で
来
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
体
験
を
生
か
し
て
、
さ

ら
に
ネ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経

験
を
深
め
、
自
身
の
視
野
と
活

動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
２
年

前
、
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
講
師
の

職
を
辞
し
て
一
念
発
起
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
社
会
人
語
学
留
学

し
た
。

　
東
京
で
海
外
の
モ
デ
ル
た
ち

と
自
然
に
会
話
し
て
い
る
先
輩

や
恩
師
た
ち
の
姿
を
仕
事
の
現

場
で
間
近
で
見
て
、
語
学
力
を

本
格
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が

ま
ず
は
自
身
の
ネ
イ
リ
ス
ト
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
上
で
も
乗
り
終

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
ハ
ー
ド

ル
だ
と
実
感
し
た
。
世
界
で
最

も
難
関
と
言
わ
れ
る
Ｊ
Ｎ
Ａ
認

定
講
師
資
格
や
衛
生
管
理
指
導

員
資
格
も
取
得
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ネ
イ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
も
５

年
前
に
取
得
。
日
本
で
ネ
イ
ル

ス
ク
ー
ル
で
の
講
師
と
し
て
未

経
験
者
を
育
成
す
る
ほ
か
、
試

験
官
と
し
て
も
活
動
し
て
い

た
。
海
外
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
ラ

カ
ン
・
ス
ミ
ス
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｍ
、

Ｋ
Ｉ
Ｍ
　
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
の
ブ
ラ
ン

ド
で
活
躍
。
こ
の
間
、
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
エ

ア
ブ
ラ
シ
部
門
で
３
位
、
ミ
ッ

ク
ス
メ
デ
ィ
ア
部
門
３
位
、
フ

レ
ン
チ
部
門
２
位
を
獲
得
す
る

な
ど
活
躍
が
続
い
た
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

し
ば
ら
く
実
家
の
あ
る
福
井
県

に
戻
る
こ
と
に
。
故
郷
の
福
井

に
は
、
卒
業
し
た
福
井
ト
ー
タ

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
そ

こ
で
ネ
イ
ル
、
エ
ス
テ
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
な
ど
を

ト
ー
タ
ル
に
学
ん
だ
。

　
面
と
向
か
っ
て
や
っ
た
仕
事

を
直
接
喜
ん
で
も
ら
え
る
ネ
イ

リ
ス
ト
の
仕
事
が
自
分
に
向
い

て
い
る
と
自
覚
し
た
。
福
井
の

実
家
に
帰
省
中
、
冬
に
外
で
転

倒
し
て
着
い
た
利
き
腕
の
左
手

の
薬
指
を
骨
折
し
て
し
ま
っ

た
。
細
か
な
作
業
を
す
る
ネ
イ

リ
ス
ト
と
し
て
は
致
命
的
な
怪

我
だ
っ
た
。
ネ
イ
リ
ス
ト
を
諦

め
よ
う
と
思
っ
た
。
だ
が
、
で

き
な
く
な
っ
て
初
め
て
自
分
は

ネ
イ
ル
の
仕
事
が
好
き
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
の
決
心
に
つ

な
が
っ
た
。
環
境
を
変
え
る
こ

と
で
新
た
な
自
分
の
可
能
性
と

の
出
会
い
に
巡
り
会
え
る
の
で

は
な
い
か
と
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
ネ
イ
ル
サ
ロ

ン
か
ら
仕
事
の
オ
フ
ァ
ー
も
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ
自
分

に
は
準
備
期
間
が
必
要
だ
が
、

Ｎ
Ｙ
の
空
気
を
爪
の
先
に
こ
め

て
仕
事
が
で
き
る
日
は
近
い
と

信
じ
て
い
る
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

世
界
の
セ
レ
ブ
の
爪
先
を
彩
る
日
ま
で

社会人語学留学した
日本で活躍のネイリスト

村西香美さん

33
　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
美
容

界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
ト

レ
ン
ド
と
し
て
、NBC New 

York

や
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
美

容
番
組
で
弊
サ
ロ
ン
の
日
本
式

ヘ
ッ
ド
ス
パ
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
頭
皮
の
ケ
ア
と
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

たJapanese Head Spa

は
現

在
、
大
変
注
目
を
集
め
て
い
る

美
容
法
で
す
。
春
の
訪
れ
と
共

に
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
頭
皮

や
髪
に
も
影
響
が
及
び
ま
す
。

統
計
に
よ
る
と
約
75
％
の
人
が

季
節
に
よ
る
髪
の
悩
み
を
感
じ

て
い
る
と
の
こ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
に
は
こ
だ
わ

り
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
市
販
の
シ
ャ
ン
プ
ー

に
は
一
般
的
に
高
級
ア
ル
コ
ー

ル
系
の
強
い
洗
浄
成
分
が
含
ま

れ
て
お
り
、
適
切
で
な
い
洗
い

方
を
す
る
と
皮
脂
を
取
り
す
ぎ

て
し
ま
い
、
乾
燥
や
髪
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
方
サ
ロ
ン
の
シ
ャ

ン
プ
ー
は
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
選
択
で
き
る

幅
広
い
製
品
と
、
低
刺
激
性
の

洗
浄
成
分
が
特
長
で
す
。
継
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
で
そ
の

効
果
が
実
感
で
き
る
で
し
ょ

う
。
当
サ
ロ
ン
で
取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
、
お
客
様
の
あ
ら

ゆ
る
お
悩
み
に
対
応
す
る
3
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。
日
本
の
ヘ
ア
ケ
ア
ブ
ラ

ン
ドMILBON

の
最
高
級
ラ

イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ア
ロ
マ
で
作
ら
れ
た
ヘ
ッ

ド
ス
パ
専
用
ラ
イ
ンJosiane Laure

、
そ
し
て
最
近
日
本
か

ら
上
陸
し
た
敏
感
肌
向
け
の

低
刺
激
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
系
の

ADANSON

。
特
に
気
候
の
変

化
で
敏
感
な
肌
に
お
悩
み
の
方

に
はADANSON

が
お
す
す

め
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
豊

富
に
含
ま
れ
た
植
物”

バ
オ
バ

ブ”

と
、
注
目
を
浴
び
て
い
る

栄
養
素”

ヘ
マ
チ
ン”

が
た
っ

ぷ
り
含
ま
れ
て
お
り
、
合
成
界

面
活
性
剤
を
使
用
し
て
い
な
い

ノ
ン
シ
リ
コ
ン
シ
ャ
ン
プ
ー
な

の
で
、
安
全
性
が
高
く
環
境
に

も
優
し
い
、
今
が
旬
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
で
す
。
私
も
使
用
後
の
髪

の
つ
や
と
根
元
か
ら
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
に
驚
き
ま
し
た
。
皆
様
も

ぜ
ひ
当
サ
ロ
ン
の
ヘ
ッ
ド
ス
パ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
ヘ
ア
ケ
ア
診

断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持

ち
日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト

ー
タ
ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す

る
。

米
Ｔ
Ｖ
で
紹
介
の
日
本
式
ヘ
ッ
ド
ス
パ

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
全
日
制
部
門

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
は

８
日
、
小
学
部
の
卒
業
式
を
行

っ
た
。
会
場
に
は
在
校
生
が
描

い
た
卒
業
生
の
似
顔
絵
が
壁
い

っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
。

　

卒
業
に
際
し
、
在
校
生
か
ら

「
運
動
会
で
は
、
団
長
と
し
て

み
ん
な
を
ま
と
め
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中

学
生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」「
私
た
ち
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
が

贈
ら
れ
た
。
式
の
途
中
、
感
極

ま
っ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
う
在

校
生
が
た
く
さ
ん
お
り
、
卒
業

生
に
対
す
る
想
い
の
深
さ
が
窺

え
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
止

め
る
卒
業
生
と
保
護
者
、
教
職

員
の
目
に
も
涙
が
光
っ
て
い

た
。
式
の
最
後
の
卒
業
生
に
よ

る
旅
立
ち
の
言
葉
で
は
、
学
園

生
活
で
の
様
々
な
思
い
出
や
保

護
者
、
教
職
員
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。

お
別
れ
の
歌
と
し
て
「Never 

Ending Story

」
を
児
童
全
員

で
歌
い
、
２
人
の
卒
業
生
が
未

来
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

全
日
制
部
門
で
卒
業
式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
は
12
日
、

修
了
式
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
校

長
よ
り
児
童
生
徒
代
表
へ
修
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
、
児
童
生
徒

は
堂
々
と
し
た
姿
で
受
け
取
っ

た
。
そ
の
後
、校
長
は
３
学
期
、

そ
し
て
１
年
間
を
通
し
て
前
向

き
に
学
校
生
活
を
送
っ
た
子
供

た
ち
を
称
え
た
。
ま
た
、
春
か

ら
の
新
年
度
を
日
本
で
迎
え
る

子
、
現
地
校
で
迎
え
る
子
、
Ｇ

Ｊ
Ｓ
で
再
会
で
き
る
子
と
進
む

道
は
異
な
る
が
、
気
持
ち
は
通

じ
合
っ
て
い
る
と
伝
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
こ
れ
ま
で
に
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
児
童
生
徒
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
初
等

部
の
３
年
生
の
代
表
児
童
は
、

１
年
間
で
が
ん
ば
っ
た
３
つ
の

こ
と
を
述
べ
、
４
年
生
で
新
た

に
始
ま
る
ク
ラ
ブ
活
動
や
委
員

会
活
動
で
も
頑
張
り
た
い
と
発

表
し
た
。
中
等
部
の
代
表
生
徒

は
、
３
学
期
に
頑
張
っ
た
委
員

会
活
動
を
振
り
返
り
、
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
生
徒
会
や
ク

ラ
ス
全
体
に
貢
献
し
た
い
と
決

意
を
述
べ
た
。
ま
た
、
期
末
テ

ス
ト
に
向
け
て
頑
張
っ
た
経
験

か
ら
勉
強
の
楽
し
さ
を
感
じ
た

こ
と
に
触
れ
、
来
年
度
も
こ
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
と
発

表
し
た
。
２
人
の
素
晴
ら
し
い

発
表
で
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
て
い
た
。
１
年
間
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
や
学
習
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
は
心
身
と
も
に

大
き
く
成
長
し
た
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
修
了
式
と
な
っ
た
。

修
了
式
で

児
童
発
表

　
３
月
１
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
グ
リ
ニ
ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校

長
）
の
初
等
部
18
人
、
中
等
部

22
人
の
児
童
生
徒
が
卒
業
の
日

を
迎
え
た
。
雲
一
つ
な
い
青
空

の
下
で
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
、

ま
ず
は
校
長
か
ら
一
人
一
人
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
担

任
の
呼
名
に
大
き
な
声
で
返
事

を
す
る
姿
や
笑
顔
で
証
書
を
受

け
取
る
姿
は
、
卒
業
生
と
し
て

大
変
立
派
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

来
賓
や
校
長
か
ら
の
祝
辞
や
式

辞
、
在
校
生
か
ら
の
送
辞
や
合

唱
か
ら
、
自
分
た
ち
が
卒
業
す

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

６
年
生
の
「
門
出
の
言
葉
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活

の
集
大
成
と
し
て
一
人
一
人
が

呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
１
年
間

を
振
り
返
り
、
在
校
生
や
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
、
そ
し
て
こ

こ
ま
で
立
派
に
育
て
て
く
れ
た

保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
力

強
く
述
べ
た
。
最
後
は
18
人
が

心
を
一
つ
に
し
て
、合
唱
曲「
旅

立
ち
の
日
に
」
を
歌
い
、
未
来

へ
の
希
望
や
勇
気
を
表
し
た
。

　

９
年
生
は
受
験
で
多
く
の
生

徒
が
一
時
帰
国
を
し
て
い
た

が
、
22
人
全
員
が
集
ま
り
式
に

臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
全
員
の

思
い
を
胸
に
代
表
生
徒
が
答
辞

を
行
い
、
友
達
や
先
生
、
保
護

者
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
や
行
事

と
の
関
わ
り
を
通
し
て
大
き
く

成
長
し
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も

夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
全
員
で
歌
っ
た

「
正
解
」
か
ら
は
別
れ
の
寂
し

さ
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
へ
の
前

向
き
な
思
い
が
伝
わ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
新
た
な
道
へ
進
む
卒
業

生
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て

く
れ
る
こ
と
を
、
教
職
員
一
同

願
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

初
等
部
・
中
等
部
卒
業
式
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
８

日
、
令
和
５
年
度
修
了
式
を
行

っ
た
。
各
学
年
の
代
表
が
櫻
井

校
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取

っ
た
。
櫻
井
校
長
は
、
メ
イ
プ

ル
祭
（
文
化
発
表
会
）
で
の
一

生
懸
命
な
姿
や
、
ピ
ー
ス
ポ
ス

タ
ー
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
に
つ
い

て
、
あ
い
さ
つ
が
上
達
し
た
こ

と
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
こ
の
１
年
間
の
行
事
を

振
り
返
り
な
が
ら
子
供
達
の
成

長
に
大
き
な
喜
び
を
伝
え
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
学
校
生
活
で

活
か
し
て
欲
し
い
と
英
語
で
講

和
を
し
た
。
そ
の
後
、
帰
国
す

る
３
人
の
教
員
の
離
任
式
を
行

っ
た
。
代
表
の
子
ど
も
達
が
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
一
人
一

人
に
丁
寧
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
て
、
花
束
を
贈
呈
し
た
。
最

後
に
ホ
ー
ル
中
央
に
全
員
で
花

道
を
作
り
、拍
手
で
見
送
っ
た
。

先
生
あ
り
が
と
う

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

卒
業
生
を
送
る
会

Ｌ
Ｉ
校
で
前
日
に

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）
は
9
日
、

午
前
中
に
幼
初
等
部
に
よ
る

「
卒
業
生
を
送
る
会
」
と
午
後

か
ら
中
高
等
部
に
よ
る
「
卒
業

を
祝
う
会
」
を
行
っ
た
。「
卒

業
生
を
送
る
会
」
で
は
、卒
園
・

卒
業
を
迎
え
る
年
長
さ
く
ら
組

と
初
等
部
6
年
生
の
子
ど
も
達

が
た
く
さ
ん
の
拍
手
の
中
で
入

場
。
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

る
中
、
最
初
に
滝
俊
明
教
頭
か

ら
年
長
さ
く
ら
組
の
一
人
一
人

に
修
了
証
書
が
ス
テ
ー
ジ
上
で

手
渡
さ
れ
、
続
い
て
初
等
部
6

年
生
の
担
任
か
ら
初
等
部
卒
業

生
の
名
前
が
一
人
ず
つ
呼
び
上

げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
年
長
さ

く
ら
組
が
「
早
口
こ
と
ば
」
や
、

「
思
い
出
ア
ル
バ
ム
」「
一
年
生

に
な
っ
た
ら
」
の
歌
を
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
発
表
。
初
等
部
6
年
生

か
ら
は
、
米
津
玄
師
の
「
地
球

儀
」
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
ス
テ

ー
ジ
の
照
明
が
途
中
か
ら
青
く

変
わ
る
演
出
の
中
、
思
い
の
こ

も
っ
た
歌
声
が
届
け
ら
れ
た
。

　
「
卒
業
を
祝
う
会
」
で
は
、

中
等
部
1
年
か
ら
高
等
部
2
年

ま
で
の
生
徒
が
ク
ラ
ス
ご
と
に

協
力
し
て
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ダ
ン
ス
、
字
幕
入
り
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ
、
ピ
ア
ノ
や

弦
楽
器
を
使
っ
た
合
奏
な
ど
を

披
露
。
卒
業
を
祝
う
出
し
物
を

ひ
と
目
見
よ
う
と
保
護
者
が
詰

め
か
け
た
会
場
に
は
終
始
、
拍

手
と
笑
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。

最
後
を
締
め
く
く
る
の
は
、
高

1
の
生
徒
か
ら
高
2
の
先
輩
方

へ
贈
ら
れ
る
恒
例
の
「
漢
字
一

字
贈
呈
」。
高
2
の
生
徒
一
人

一
人
の
人
柄
を
表
す
漢
字
一
字

が
順
に
発
表
さ
れ
、
今
年
は

「
優
」「
凛
」「
聡
」
な
ど
12
個

の
漢
字
が
並
ん
だ
。
総
評
と
し

て
、
滝
教
頭
は
、「
演
技
の
端
々

に
卒
業
生
へ
の
思
い
や
り
や
心

遣
い
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
日
、
公

式
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
日
は
生
徒
に
よ
る
温
か

い
手
作
り
の
卒
業
式
が
開
催
で

き
た
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、

会
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）は
10 

日
、

Ｗ
校
Ｌ
Ｉ
校
合
同
の
第
25
回
卒

業
証
書
授
与
式
を
執
り
行
っ

た
。
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館

首
席
領
事
遠
藤
彰
氏
を
始
め
多

く
の
来
賓
の
臨
席
の
も
と
、米
・

日
両
国
国
歌
を
斉
唱
し
、
厳
か

に
式
が
進
行
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
ピ
ア
ノ

演
奏
の
中
、
担
任
が
卒
業
生
一

人
一
人
の
氏
名
を
呼
び
、
両
校

の
初
等
部
中
等
部
、
高
等
部
を

合
わ
せ
た
95
人
の
卒
業
生
が
順

に
舞
台
に
上
が
り
、
川
﨑
校
長

か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ

た
。
川
﨑
校
長
は
、
最
上
級
生

と
し
て
の
頑
張
り
へ
の
感
謝
と

共
に
、
繰
り
返
し
学
習
し
て
き

た
勉
強
や
、
日
本
文
化
、
伝
統

文
化
、
日
本
の
振
る
舞
い
方
な

ど
の
教
養
は
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
力
と
な
り
、
補
習
校
で
過
ご

し
た
日
々
は
明
日
へ
踏
み
出
す

勇
気
、
お
互
い
の
夢
や
希
望
を

応
援
す
る
力
と
な
る
、
と
卒
業

生
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

在
校
生
の
送
辞
・
卒
業
生
の

答
辞
で
は
生
徒
代
表
７
人
が
、

補
習
校
で
の
学
び
の
大
切
さ
、

級
友
と
の
絆
、
現
地
校
と
の
両

立
の
葛
藤
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
経
験
、
そ
し

て
補
習
校
を
続
け
て
い
て
良
か

っ
た
と
の
達
成
感
や
、
支
え
て

く
れ
た
先
生
、
保
護
者
、
級
友

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

NY補習授業校

W校LI校合同卒業式
初・中・高等部９５人
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Ｑ　

現
在
９
年
生
に
な
る
娘
が

お
り
、
日
本
の
大
学
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
在

の
日
本
の
大
学
受
験
事
情
が
分

か
ら
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な

受
験
方
法
が
あ
る
の
か
教
え
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

私
の
娘
は
ア
メ
リ
カ
の
高

校
を
卒
業
後
、
ま
た
息
子
は
日

本
の
高
校
進
学
を
経
て
日
本
の

帰
国
生
大
学
受
験
を
経
験
し
ま

し
た
の
で
、
日
本
の
大
学
受
験

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
我
が
家

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
大
学
は
、
海
外
の
学

校
に
一
定
年
数
以
上
在
籍
し
た

生
徒
に
対
し
帰
国
生
枠
を
設

け
、
特
別
入
試
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
験
資
格
は
各
大
学
で
異

な
る
た
め
、
必
ず
募
集
要
項
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
帰
国

生
入
試
を
行
っ
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
大
学
が
入
学
で
き
る
学
部

を
限
定
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学

と
違
っ
て
入
学
後
に
学
部
を

変
更
す
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
（
娘
は
最
初
に
入
学
し
た

大
学
で
の
学
び
に
満
足
で
き

ず
、
他
の
大
学
に
編
入
し
ま
し

た
）。
ま
ず
自
分
の
学
び
た
い

こ
と
が
日
本
の
大
学
に
あ
る
の

か
を
十
分
に
確
認
し
て
か
ら
準

備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
入
試
時

期
は
私
大
の
早
い
と
こ
ろ
で
７

月
初
め
か
ら
出
願
、
９
月
か
ら

入
試
が
始
ま
り
ま
す
。
国
立
大

は
大
き
く
分
け
て
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
と
、
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
の
２
つ
の
期
間
で

入
試
が
行
わ
れ
ま
す
。
帰
国
生

入
試
の
選
考
方
法
は
、
①
Ｓ
Ａ

Ｔ
な
ど
の
各
大
学
が
指
定
し
た

滞
在
国
の
統
一
試
験
の
ス
コ
ア

等
で
一
次
選
考
を
行
い
、
通
過

者
に
日
本
語
の
小
論
文
や
面
接

を
課
す
、
②
各
大
学
で
実
施
す

る
入
学
試
験
を
重
視
し
て
選
考

す
る
、③
当
日
の
試
験
は
な
く
、

統
一
試
験
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
等
英
語
に
関
す
る
ス

コ
ア
、
学
校
の
成
績
や
推
薦
状

を
提
出
し
て
選
考
す
る
等
、
各

大
学
・
学
部
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。　

ま
た
、
帰
国
生
入
試

は
毎
年
入
試
内
容
に
変
化
が
あ

り
、
一
年
前
の
情
報
が
役
に
立

た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
高
校
に
通
い
な
が
ら

日
本
の
大
学
の
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
を
受
験
生
本
人
だ
け
に

任
せ
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
保
護
者
も
一
緒
に
常

に
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
す
る
な
ど
、
最
新
の
情
報
を

入
手
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

入
試
科
目
も
大
学
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
大
ま
か
に

言
う
と
文
系
学
部
は
小
論
文
、

英
語
（
外
部
試
験
の
ス
コ
ア
提

出
の
み
の
大
学
も
あ
る
）、
面

接
、
理
系
学
部
は
数
学
、
理

科
、
小
論
文
、
英
語
、
面
接
で

す
。
入
学
試
験
は
日
本
語
で
行

わ
れ
、
志
望
理
由
書
の
作
成
、

小
論
文
や
面
接
で
、
自
分
の
考

え
を
適
切
に
伝
え
る
語
彙
力
や

読
み
や
す
い
文
章
を
日
本
語
で

書
く
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
間
も
日

本
語
に
触
れ
る
機
会
を
意
識
し

て
作
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
、
出
願
書
類
に
つ
い
て

で
す
。
ウ
ェ
ブ
出
願
だ
け
で
完

結
す
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
は

違
い
、
日
本
の
帰
国
生
受
験
は

紙
の
書
類
提
出
が
多
く
、
日
本

の
大
学
の
出
願
に
慣
れ
て
い
る

現
地
校
で
し
た
ら
問
題
な
い
の

で
す
が
、
娘
の
通
っ
た
高
校
は

そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
書

類
の
厳
封
（sealed

）
や
ア
メ

リ
カ
の
大
学
出
願
で
は
必
要
の

な
い
高
校
在
籍
証
明
書
の
発
行

を
依
頼
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
大
学
に
よ
っ
て
必
要
書
類

も
異
な
る
の
で
、
出
願
す
る
大

学
毎
に
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
親

も
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
息
子
が
大
学
受
験
を

経
験
し
ま
し
た
が
、
５
年
前
の

娘
の
受
験
の
時
と
違
い
、
帰
国

生
入
試
を
廃
止
ま
た
は
縮
小

し
、
総
合
型
入
試
（
旧
Ａ
Ｏ
入

試
）
や
自
己
推
薦
入
試
等
で
帰

国
生
を
受
け
入
れ
る
大
学
が
増

え
ま
し
た
。
ま
た
英
語
で
学
位

が
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
大
学
が
続
々
と
増
加

し
て
い
ま
す
。
入
試
は
書
類
選

考
の
み
で
９
月
入
学
が
で
き
る

の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
同

時
に
出
願
が
可
能
で
す
。
ア
メ

リ
カ
生
活
の
長
い
日
本
語
補
習

校
の
同
級
生
が
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
大
学
入

試
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
将
来
を
考
え
て
自
分
に
合

っ
た
大
学
を
選
択
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
」

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
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 フレンズ帰国生母の会        有馬真由美相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：
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日本の大学受験について

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ･

カ
レ
ッ

ジ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
４
月

６
日
（
土
）
午
後
８
時
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
ポ
リ
シ
ー
な
ど
大

学
進
学
に
関
す
る
最
新
情
報
や

進
学
準
備
の
た
め
の
留
意
点
な

ど
が
学
べ
る
。
１
時
間
の
予
定

だ
が
、
参
加
者
の
質
問
次
第
で

は
延
長
し
て
答
え
る
。
希
望

者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

satoricollegeplanning.com

の
「
お
申
込
み
／
お
問
合
せ
フ

ォ
ー
ム
」
に
参
加
者
の
名
前
と

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
申

し
込
む
。
参
加
料
は
ひ
と
り
30

ド
ル
（
家
庭
内
で
複
数
人
が
参

加
し
て
も
同
料
金
）。
講
師
は

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
カ
レ
ッ
ジ
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
資
格
を
持
つ
カ
レ

ッ
ジ･

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
伴
里

美
氏
。

米
国
の
大
学
へ
進
学

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
4
月
6
日

　

ア
ッ
プ
ル
タ
イ
ム
（
ス
ペ
シ

ャ
ル
ニ
ー
ズ
Ｎ
Ｙ
親
の
会
）
は

第
16
回
サ
ク
ラ
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

の
企
画
で
、
４
月
18
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
野
球
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

を
開
催
す
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
野
球
は
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
野
球
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
学
校
授
業
や

障
が
い
者
支
援
な
ど
の
教
育
と

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
分
野
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
調
性
、
自

己
肯
定
感
な
ど
を
育
む
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
講
師
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
野
球
開
発
企
業 

堀
江
車
輌
電
装
株
式
会
社 
代

表
取
締
役
の
堀
江
泰（
ほ
り
え
・

や
す
し
）
氏
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

野
球
の
紹
介
と
世
界
初
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。ま
た
、

堀
江
氏
は
４
月
21
日
（
日
）
に

日
本
か
ら
資
材
を
空
輸
し
て
ウ

エ
ス
ト
ハ
リ
ソ
ン
に
て
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
野
球
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
参
加
希
望
者
は
４
月

15
日
（
月
）
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

appletimeny@hotmail.co.jp
ま
で
申
し
込
む
。

アップルタイム
ユニバーサル野球
４月18日に説明会

https://starchildny.com/
https://www.diskyoto.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://movement-ief.net/travelcamp
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
https://satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com


　

こ
の
夏
休
み
に
、
フ
ラ
ン

ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
や
田

舎
を
巡
っ
て
、
文
化
や
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で

フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

に
あ
る
ジ
ュ
ノ
ビ
ー
チ
で
感

じ
た
事
が
一
番
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ジ
ュ
ノ
ビ
ー
チ
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
D
デ

イ
に
、
当
時
ド
イ
ツ
軍
に
占

領
さ
れ
て
い
た
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
に
カ
ナ
ダ
軍
が
上
陸
し
た

ビ
ー
チ
で
す
。

　

ビ
ー
チ
の
隣
に
あ
る
博
物

館
の
入
り
口
に
、
こ
の
作
戦

で
亡
く
な
っ
た
人
の
メ
モ
リ

ア
ル
が
建
て
て
あ
っ
て
、
入

る
前
に
父
と
読
み
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
私
が
立

っ
て
い
た
そ
の
場
所
で
命
を

落
と
し
た
事
が
分
か
っ
て
、

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
父
方

の
家
族
は
カ
ナ
ダ
人
で
、
ず

っ
と
昔
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か

ら
パ
リ
へ
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ

に
来
た
人
た
ち
で
す
。
戦
争

の
頃
は
老
齢
や
足
が
不
自
由

だ
っ
た
か
ら
戦
争
に
は
行
か

ず
、
カ
ナ
ダ
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
で
も
同
じ
名
字
が
メ

モ
リ
ア
ル
に
の
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
ど
ん
な
に
遠
く
て

も
自
分
の
家
族
に
つ
な
が
っ

て
い
る
気
が
し
て
誇
り
を
感

じ
ま
し
た
。

　

博
物
館
を
見
た
後
、
ド
イ

ツ
軍
が
ビ
ー
チ
に
作
っ
た
壕

で
あ
る
バ
ン
カ
ー
を
最
初
に

見
に
行
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
バ
ン
カ
ー
の
少
し

（17）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）3月23日（土）
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ぼ
く
は
、
家
族
と
春
休
み

に
テ
ネ
シ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
メ
ン
フ
ィ
ス
と
い
う

町
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

国
立
公
み
ん
け
ん
は
く
物
館

が
あ
り
ま
し
た
。「
何
こ
の
汚

い
ト
イ
レ
。」
と
ぼ
く
が
お
母

さ
ん
に
聞
く
と
、
お
母
さ
ん

が
、「
こ
こ
か
ら
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ

ニ
ア
を
う
っ
た
ら
し
い
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

ト
イ
レ
と
お
風
呂
、
洗
面
台
、

小
さ
な
ま
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
小
さ
な
ま
ど
か
ら
は
ん

人
が
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ

ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
を

う
っ
た
そ
う
で
す
。「
な
ん
で

こ
こ
か
ら
う
っ
た
の
か
な
。」

と
ぼ
く
は
言
い
ま
し
た
。「
こ

こ
か
ら
か
く
れ
て
、
う
ち
や

す
い
か
ら
じ
ゃ
な
い
。」
と
お

母
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。
は

ん
人
は
、
う
ま
く
外
国
に
に

げ
て
長
い
間
つ
か
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
う
っ
た
け
ん
じ

ゅ
う
、
に
せ
物
の
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
が
、
は
く
物
館
で
は

見
れ
ま
し
た
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
黒

人
と
白
人
が
同
じ
よ
う
に
生

活
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と

し
た
人
で
す
。
た
と
え
ば
、

黒
人
と
白
人
は
同
じ
店
に
は

行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス

で
は
黒
人
は
後
ろ
の
方
の
せ

き
に
す
わ
ら
な
い
と
い
け
ず
、

後
ろ
に
大
き
な
ビ
ー
チ
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
海
と
バ

ン
カ
ー
に
挟
ま
れ
た
ビ
ー
チ

に
立
っ
て
い
る
と
、
自
分
が

裸
で
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
八
十

年
前
に
い
た
一
万
四
千
人
の

兵
隊
さ
ん
も
、
同
じ
気
持
ち

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ン

カ
ー
か
ら
放
た
れ
た
砲
弾
が

見
え
て
き
て
、
私
は
怖
く
な

り
ま
し
た
。
一
万
四
千
人
も
、

き
っ
と
心
の
中
で
は
怖
か
っ

た
と
思
う
け
れ
ど
、
怖
が
る

こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

想
像
し
て
み
た
ら
、
そ
の

一
人
一
人
が
残
し
た
悲
し
み

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
私

な
ら
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
無
心
で
飛
び
つ
い
て
く

る
犬
、
い
つ
も
側
に
い
る
母
、

い
つ
も
笑
っ
て
い
て
く
れ
る

父
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
吹
い

て
く
る
風
、
そ
ん
な
小
さ
な

事
の
一
つ
一
つ
を
考
え
て
い

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
生

き
残
っ
た
人
た
ち
も
、
こ
の

作
戦
が
成
功
し
た
こ
と
を
、

こ
の
一
万
四
千
人
の
亡
く
な

っ
た
友
人
の
血
の
上
で
お
祝

い
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

家
族
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場

所
で
、
私
は
と
て
も
複
雑
な

感
情
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
こ

で
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

思
い
出
に
な
る
も
の
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
見

つ
け
た
シ
ー
ガ
ラ
ス
を
大
切

に
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
14
年
）

白
人
が
前
の
方
の
せ
き
に
す

わ
り
ま
し
た
。
野
球
も
黒
人

と
白
人
で
同
じ
リ
ー
グ
で
た

た
か
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル

ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ

ア
は
、
そ
う
い
う
事
を
な
く

そ
う
と
し
た
人
で
す
。

　

こ
こ
の
は
く
物
館
は
、
道

路
が
ま
ん
中
に
あ
っ
て
、
は

ん
人
が
い
た
た
て
物
と
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
が
う
た
れ
た
モ
ー

テ
ル
が
そ
の
道
路
を
は
さ
ん

で
む
か
い
合
っ
て
あ
り
ま
す
。

モ
ー
テ
ル
と
は
ホ
テ
ル
の
小

さ
い
ば
ん
で
す
。
そ
の
両
方

の
た
て
物
の
中
に
入
っ
て
中

も
ゆ
っ
く
り
見
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
行
っ
て
み
た
人
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

モ
ー
テ
ル
の
部
屋
に
は
ベ

ッ
ト
が
二
つ
あ
っ
て
、
大
き

な
ま
ど
が
あ
り
、
ド
ア
を
開

け
た
ら
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
ま

し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
る
と

目
前
に
は
ん
人
が
い
た
た
て

物
が
見
え
ま
す
。
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
は
そ
の
ベ
ラ
ン
ダ

に
出
た
時
に
う
た
れ
ま
し
た
。

「
ト
イ
レ
の
か
が
み
に
じ
ゅ
う

の
玉
の
あ
と
が
あ
る
よ
」。
ぼ

く
が
小
さ
な
あ
な
を
見
つ
け

ま
し
た
。「
あ
ー
、
ほ
ん
と
だ

ー
。」
と
家
族
の
み
ん
な
が
お

ど
ろ
い
て
、
そ
の
小
さ
な
あ

な
を
見
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

が
は
く
物
館
に
行
っ
た
次
の

日
は
、
ち
ょ
う
ど
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
が
こ
ろ
さ
れ
て

五
十
年
目
の
日
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
野
球
が
大
す
き

で
す
。
だ
か
ら
、
野
球
の
話

も
大
す
き
で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ

ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
黒
人

さ
い
し
ょ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
せ
ん
手
で
す
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
活
や

く
し
ま
し
た
。
白
人
の
中
で

た
っ
た
一
人
の
黒
人
で
し
た
。

た
く
さ
ん
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

ち
ま
し
た
。
ぼ
く
の
好
き
な

大
谷
せ
ん
手
の
よ
う
に
ホ
ー

ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
で
す
。
ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、

た
っ
た
一
人
の
黒
人
だ
っ
た

か
ら
、
相
手
の
チ
ー
ム
が
ク

リ
ー
ツ
、
く
つ
の
う
ら
に
デ

コ
ボ
コ
が
つ
い
て
い
る
野
球

の
く
つ
で
の
っ
て
ケ
ガ
を
さ

せ
た
り
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
が

物
を
な
げ
て
き
た
り
、
い
や

が
ら
せ
を
し
た
そ
う
で
す
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

の
せ
番
号
は
、
四
十
二
番
で

し
た
。
四
十
二
番
は
今
で
も

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
だ
れ

も
使
っ
て
は
い
け
な
い
番
号

で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ

ン
ソ
ン
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ド
ジ
ャ
ー
ス
に
入
っ
た
四
月

十
五
日
は
、
毎
年
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
み
ん
な
が
四
十
二

番
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
き
て

プ
レ
イ
し
ま
す
。
い
つ
か
四

月
十
五
日
に
ぼ
く
も
四
十
二

番
の
服
を
き
て
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
の
し
合
に
行
き
た
い
で

す
。「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン

ソ
ン
の
え
い
画
が
あ
る
よ
。」

と
、
お
父
さ
ん
が
言
っ
て
い

た
の
で
、
え
い
画
も
早
く
み

て
み
た
い
で
す
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
や
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
よ

う
な
黒
人
が
人
し
ゅ
さ
べ
つ

を
な
く
し
て
き
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、
ぼ
く
は
白
人
、
黒
人
、

ア
ジ
ア
人
と
色
ん
な
人
し
ゅ

の
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
野

球
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

て
、
ア
ジ
ア
人
だ
か
ら
と
の

け
者
に
す
る
友
だ
ち
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
ぼ

く
は
野
球
を
は
じ
め
て
か
ら
、

多
く
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し

た
。

　

メ
ン
フ
ィ
ス
の
は
く
物
館

に
行
っ
て
、
学
校
で
習
っ
た

こ
と
の
あ
る
こ
と
、
本
に
書

い
て
あ
っ
た
こ
と
が
昔
本
当

に
あ
っ
た
こ
と
な
ん
だ
な
と

思
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
マ

ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
や
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
よ
う

な
人
た
ち
が
、
黒
人
と
白
人

の
世
界
を
一
つ
に
か
え
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
ぼ
く
も
ア

メ
リ
カ
で
野
球
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。　

　
　

  　
（
滞
米
９
年
９
か
月
）

　

1
9
2
0
年
8
月
20
日
に

議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た

米
国
憲
法
修
正
第
19
条
に
よ

り
、
全
米
で
女
性
の
選
挙
権

が
合
法
化
さ
れ
ま
し
た
。「
米

国
国
民
の
選
挙
権
は
、
国
ま

た
は
い
か
な
る
州
に
よ
っ
て

も
性
別
を
理
由
に
否
定
さ
れ

た
り
は
く
奪
さ
れ
た
り
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
フ
タ
を

開
け
て
み
る
と
、
実
際
に
投

票
に
お
け
る
真
の
平
等
が
達

成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
条
例

が
定
め
ら
れ
て
か
ら
45
年
も

後
の
事
で
し
た
。

　

1
9
1
3
年
に
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
の
国
会
議
事
堂
近
く

で
行
わ
れ
た
女
性
参
政
権
パ

レ
ー
ド
は
、
憲
法
修
正
第
19

条
に
至
る
ま
で
に
起
こ
っ
た

抗
議
活
動
の
一
つ
で
し
た
。

こ
れ
は
、
人
種
や
性
別
に
関

係
な
く
全
て
の
人
々
が
参
加

で
き
る
も
の
で
し
た
が
、
実

際
に
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た

人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
裕
福
な

白
人
女
性
で
し
た
。

　

1
9
2
0
年
の
憲
法
修
正

第
19
条
の
承
認
に
よ
り
、
白

人
女
性
の
平
等
を
求
め
る
長

い
戦
い
は
一
応
終
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
有
色
人
女
性
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
同
じ
権
利

を
勝
ち
取
る
た
め
の
困
難
な

戦
い
の
始
ま
り
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

憲
法
修
正
第
19
条
可
決
後

の
、
最
初
の
投
票
日
に
投
票

出
来
た
黒
人
は
た
っ
た
の
4

人
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
投

票
所
付
近
で
の
嫌
が
ら
せ
や

邪
魔
が
多
く
、
安
全
に
投
票

す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　

1
9
6
5
年
の
投
票
権
法

に
よ
っ
て
、
投
票
に
お
け
る

人
種
差
別
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
性
別
や

人
種
に
関
係
な
く
、
つ
い
に

全
て
の
米
国
人
に
平
等
な
投

票
の
権
利
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
1
9
2
0
年
の
修
正

第
19
条
可
決
か
ら
45
年
も
か

か
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
人
々
の
意
見
や
考
え

方
を
変
え
る
の
は
難
し
い
事

で
あ
り
、
人
種
や
性
別
間
の

差
別
を
な
く
す
に
は
と
て
も

長
い
時
間
が
か
か
る
と
い
う

事
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
に
ロ
ー
対
ウ

ェ
イ
ド
裁
判
の
判
決
が
覆
さ

れ
る
な
ど
、
今
現
在
こ
の
国

の
女
性
が
直
面
し
て
い
る
脅

威
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

自
由
と
平
等
を
誇
る
こ
の
国

が
、
女
性
の
基
本
的
人
権
を

守
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
米
国
憲
法
修
正
第
19
条
の

抜
け
穴
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ペ
ラ　

絵
里
香

 「メンフィス」
　　　　　　　ニュージャージー補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　　ながい　そう太

「
ジ
ュ
ノ
ビ
ー
チ
の
シ
ー
ガ
ラ
ス
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ー
テ
ル　

エ
リ
ア
ー
ヌ　

歩

　

ぼ
く
は
、
な
つ
休
み
に
日

本
の
ほ
っ
か
い
ど
う
に
い
き

ま
し
た
。
ほ
っ
か
い
ど
う
は

お
父
さ
ん
の
じ
っ
か
で
す
。

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
が
む
か

し
い
っ
た
小
学
校
に
、
三
し

ゅ
う
か
ん
体
け
ん
入
学
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
小
学
校
の
一
年
生
は
、

七
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
と
が
と
て
も
す
く
な
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
ぼ
く
の
げ
ん
ち
校
の

一
学
年
は
、
百
五
十
人
も
い

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の

小
学
校
で
は
、
水
あ
そ
び
や

す
な
あ
そ
び
が
で
き
る
け
れ

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
ぼ
く
の
学

校
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
小
学
校
で

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き

ま
し
た
。
学
校
が
終
わ
っ
た

ら
、
ま
い
日
じ
ど
う
か
ん
に

い
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
一
人
で
あ
そ
び
ば
に
い

け
な
い
け
れ
ど
、
日
本
で
は

一
人
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

い
け
ま
す
。
ぼ
く
は
、
一
人

で
で
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

と
て
も
た
の
し
く
、
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
い
え
の
ま
え
で
、
友
だ
ち

と
は
じ
め
て
う
ち
上
げ
花
火

を
し
ま
し
た
。「
パ
ー
ン
、
パ

チ
パ
チ
パ
チ
」
と
、
赤
や
み

ど
り
、
青
や
き
い
ろ
の
い
ろ

が
キ
ラ
キ
ラ
と
ひ
か
り
が
か

が
や
い
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
か
ん
ど
う
し
ま
し
た
。

　

ら
い
年
の
な
つ
も
日
本
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
、
た

く
さ
ん
や
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）

 「日本のなつ」
　　　　ニューヨーク補習授業校W校小１

　　　　　　　　　　　　　　真鍋　賢三

https://japaneseschool.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
世
界
中
の
富
裕
層
が
不
動
産
を
所
有
す
る

都
市
で
も
あ
る
。
築
年
数
が
半
世
紀
以
上
た
っ
て
も
値
段
は
下
が

る
ど
こ
ろ
が
上
昇
の
一
途
だ
。
写
真
の
部
屋
は
、
パ
ー
ク
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
で
最
も
人
気
の
あ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
の
最
上
階
に
位
置

す
る
、
陽
光
溢
れ
る
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
。

　

広
々
と
し
た
2
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
（
コ
ン
バ
ー
チ
ブ
ル
3
）
の
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
一
望

で
き
る
4
つ
の
開
口
部
、
灌
漑
シ
ス
テ
ム
付
き
の
美
し
く
植
え
ら

れ
た
ラ
ッ
プ
ア
ラ
ウ

ン
ド
テ
ラ
ス
、
囲
わ

れ
た
サ
ン
ル
ー
ム
、

ウ
ェ
ッ
ト
バ
ー
付
き

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

シ
ェ
フ
の
最
新
キ
ッ

チ
ン
、
フ
ォ
ー
マ
ル

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

フ
ル
サ
イ
ズ
の
ワ
イ

ン
ク
ー
ラ
ー
付
き
パ

ン
ト
リ
ー
、
ラ
ン
ド

リ
ー
ル
ー
ム
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
優

雅
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

超
高
層
天
井
と
魅
力

的
な
戦
前
（Prewar)

の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
備

え
、
各
部
屋
へ
の
導

線
を
容
易
に
し
て
い
る
。
大
人
数
を
招
い
て
の
パ
ー
テ
ィ
や
盛
大

な
お
も
て
な
し
に
最
適
だ
。
ペ
ッ
ト
の
飼
育
も
可
能
で
あ
る
。
説

明
書
に
は
同
棲
も
可
と
あ
え
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も

Ｎ
Ｙ
ら
し
い
。
価
格
は
７
９
８
万
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・６
９
３
・２
３
２
５
、

Ｅ
メ
ー
ルSGOODMAN@elliman.com

　

、
幸
子
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ダ
グ
ラ
ス
・
エ
リ
マ
ン
不
動
産
）

パーク街のペントハウス生活は自分への投資

　
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
︵
ガ

ン
ズ
ボ
ー
ト
通
り
99
番
地
︶
は
、

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
︶

と
提
携
し
た
読
み
聞
か
せ
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹁
ス
ト
ー
リ
ー
・
タ
イ

ム
・
ウ
ィ
ズ
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
﹂
を
今

年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎
月
第
２

日
曜
日
に
行
わ
れ
、
年
齢
に
関

係
な
く
誰
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
。
米
国
内
の
美
術
館
を
支

援
す
る
非
営
利
団
体
ア
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
財
団
が
提
供
し
、
朗
読

は
、
経
費
削
減
で
昨
年
12
月
以

降
日
曜
日
は
休
館
と
な
っ
た
同

図
書
館
の
職
員
が
担
当
す
る
。

同
図
書
館
は
声
明
で
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
の
有
能
な
職
員
た
ち
は
、
子

供
た
ち
に
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し

い
と
願
う
家
族
に
と
っ
て
は
貴

重
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
。
Ｎ
Ｙ

市
の
も
う
ひ
と
つ
の
優
れ
た
文

化
施
設
で
あ
る
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

美
術
館
と
共
に
、
革
新
的
で
楽

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
一

生
涯
の
学
び
に
対
す
る
好
奇
心

を
養
う
機
会
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
資
金
復

元
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
﹂
と

伝
え
て
い
る
。

　
副
大
統
領
だ
っ
た
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
約
10
年
前

に
﹁
ま
る
で
第
三
世
界
の
国
に

い
る
か
の
よ
う
だ
﹂と
表
現
し
、

﹁
北
米
で
最
悪
の
飛
行
場
﹂
と

悪
評
だ
っ
た
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空

港
が
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス=

セ
ン

ト
ポ
ー
ル
国
際
空
港
と
並
ん
で

国
際
空
港
評
価
︵
Ａ
Ｓ
Ｑ
︶
の

北
米
の
中
規
模
空
港
ラ
ン
キ
ン

グ
で
１
位
に
選
ば
れ
た
。

　
国
際
空
港
評
議
会︵
Ａ
Ｃ
Ｉ
︶

は
毎
年
、
安
全
性
や
清
潔
さ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

の
効
率
性
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

選
択
肢
な
ど
30
以
上
の
項
目
で

各
空
港
を
評
価
し
て
い
る
。
昨

年
、
80
億
ド
ル
を
投
じ
た
大
規

模
改
修
工
事
を
完
了
し
た
同
空

港
の
評
価
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

項
目
で
評
価
が
上
が
り
、
総
合

的
満
足
度
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
20
％
上
昇
し
、
５
点
満
点
中

で
４
・
25
点
を
獲
得
し
た
。
リ

ッ
ク
・
コ
ッ
ト
ン
港
湾
管
理
局

長
は
﹁
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
は
か
つ

て
、
ど
の
利
用
者
に
聞
い
て
も

ど
ん
底
の
評
価
だ
っ
た
。
し
か

し
最
悪
か
ら
最
高
の
空
港
に
公

式
に
認
め
ら
れ
た
﹂
と
声
明
で

伝
え
て
い
る
。

楽しい
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新俳句グランプリ 2024

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

離
れ
家
の
扉
を
ゆ
す
る
虎も
が
り
ぶ
え

落
笛 大

沼
信
夫  

Ｎ
Ｙ
州

表
札
は
三
つ
の
手
形
小
か
ま
く
ら  

野
原
さ
ち
こ  

Ｎ
Ｊ
州

自
転
車
を
磨
く
子
の
髪
風
光
る
　
斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

二
月
、
二
時
一
瞬
に
し
て
み
な
遺
品
　

は
ぎ
は
ら
敏
子  

Ｎ
Ｙ
州

早
春
や
綿
毛
の
残
る
巣
の
あ
り
き  

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

寒
い
午
後
ね
こ
を
気
遣
い
早
帰
り
　

廣
瀬
理
香  

Ｐ
Ａ
州

薄
氷
が
そ
っ
と
抱
き
し
葉
は
赤
し
　

高
安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州

︻
お
悔
や
み
︼
本
グ
ラ
ン
プ
リ
に
長
年
に
わ
た
り
毎
月
ご
応
募
く
だ
さ

り
、
２
０
１
７
年
に
金
賞
、
２
０
１
９
年
に
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
高
安

キ
ワ
さ
ん
が
２
月
27
日
に
心
臓
手
術
中
の
発
作
が
原
因
で
他
界
さ
れ
ま

し
た
。
79
歳
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
む
い
な
か
　
う
ど
ん
を
す
す
る
　
つ
ゆ
の
お
と
　

土
屋
泰
典  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
８
歳
︶

　

 

終
わ
ら
な
い 

か
た
付
か
な
い
な 

ク
リ
ス
マ
ス 

渡
邉
実
空  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５
　
11
歳
︶

春
の
町 

こ
ん
ぺ
い
と
う
の 

色
に
な
る
　
　

宇
佐
美
樹
里
愛  

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
13
歳
︶

大
根
を 

お
で
ん
に
入
れ
て 

ま
ど
く
も
る
　
　

松
田
颯
真  

Ｐ
Ａ
州
　
　
　
　

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　
９
歳
︶

球
が
と
ぶ 

地
球
の
う
ら
ま
で 

ホ
ー
ム
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　

コ
ニ
ー
チ
ェ
イ
ス  

Ｍ
Ａ
州

(

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳)

そ
よ
風
に 

小
鳥
啄
む 

パ
ン
ケ
ー
キ
　

植
本 

凛  

Ｎ
Ｊ
州

︵
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３
　
15
歳
︶

新
年
の 

う
れ
し
い
気
持
ち
を 

お
す
そ
わ
け
　

温
ア
ミ
茉
倫
郁  

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６
　
11
歳
︶

twerking it
the pulsating butt
of a bumblebee

─Susan Burch, MD

shoe polish tin . . .
grandpa’s Sunday
bu� ed to a shine

─Barrie Levine, MA
 
slack tide
maple leaves on the edge
of crimson

─Lorraine A Padden, CA
 
winter wind
pumping to and fro
ghost swings

 ─Nancy Brady, OH

play date -
catching sunshine
with butter� y nets
─Valentina Ranaldi-Adams, OH
 
full moon
we break
another wishbone

─Garry Gay, CA

hugging a kite
her ponytail 
catches the wind

─Marilyn Ashbaugh, FL
　

「2月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の2月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き3月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
3 3/1/24 3/31/24 11:59:59pm 3/31/24
4 4/1/24 4/30/24 11:59:59pm 4/30/24
5 5/1/24 5/31/24 11:59:59pm 5/51/24
6 6/1/24 6/30/24 11:59:59pm 6/30/24
7 7/1/24 7/31/24 11:59:59pm 7/31/24
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

3 3/1/24 4/5/24 4/11/24 7 7 7
5 5/1/24 5/5/24 5/11/24 7 7 7
6 6/1/24 6/5/24 6/11/24 7 7 7
7 7/1/24 7/5/24 7/11/24 7 7 7
8 8/1/24 8/5/24 8/11/24 7 7 7
9 9/1/24 9/5/24 9/11/24 7 7 7

10 10/1/24 10/5/24 10/11/24 7 7 7

2024年（令和 6年）3月 23日（土） ［企画のページ］　　（20  ）

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（21）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）3月 23日（土）
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え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
で
す
。
ア

メ
リ
カ
在
住
の
方
か
ら
の
リ
ア

ル
で
真
剣
な
ご
相
談
を
こ
の
コ

ラ
ム
経
由
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
相
談
内
容
は
「
日
本
に

住
ん
で
い
る
身
内
が
、
か
ね
て

よ
り
自
分
と
身
内
の
間
で
身
元

保
証
人
と
し
て
行
政
書
士
に
動

い
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
だ

が
、
こ
の
度
、
そ
の
身
内
が
介

護
施
設
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
介
護
施
設
が
求

め
て
き
た
の
が
『
身
元
引
受

人
』。
そ
の
職
責
自
体
は
身
元

保
証
人
の
内
容
と
ほ
ぼ
重
複
す

る
の
だ
が
、
介
護
施
設
か
ら
は

『
身
元
保
証
人
と
は
別
に
身
元

引
受
人
を
立
て
て
も
ら
わ
な
い

と
法
人
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
』
と
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ

に
い
な
が
ら
身
内
の
た
め
に
二

重
に
顧
問
料
的
に
支
払
う
の
も

も
っ
た
い
な
い
。
や
る
こ
と
は

同
じ
で
身
元
保
証
人
も
『
身
元

引
受
人
に
な
っ
て
も
い
い
』
と

言
っ
て
い
る
。
一
体
、
日
本
の

介
護
施
設
の
ル
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
ご
相

談
で
す
。
ま
だ
現
在
進
行
形
の

こ
と
で
、
決
着
ま
で
は
つ
い
て

い
な
い
の
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
で

は
進
捗
報
告
的
な
も
の
に
な
り

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
類
似
の
言
葉
の
整

理
か
ら
す
る
と
、「
身
元
保
証

人
」、「
身
元
引
受
人
」。
他
に
、

「
成
年
後
見
人
」、「
連
帯
保
証

人
」
が
並
べ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
一
番
責
任
が
重

い
の
が
「
連
帯
保
証
人
」。
同

等
に
見
ら
れ
が
ち
な
「
身
元
保

証
人
」
の
責
任
の
範
囲
は
限
定

的
で
す
が
、「
連
帯
保
証
人
」

は
本
人
が
発
生
さ
せ
た
す
べ
て

の
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
本
人
が
介

護
施
設
で
起
こ
し
た
賠
償
責
任

に
つ
い
て
、
本
人
に
支
払
え
る

「
身
元
保
証
人
」
と
「
身
元
引
受
人
」
を

別
に
立
て
な
い
と
い
け
な
い
の
？

能
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
連

帯
保
証
人
は
同
等
の
責
任
を
負

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
連
帯
責

任
者
が
「
私
に
責
任
を
問
う
前

に
、
ま
ず
は
本
人
の
責
任
の
追

求
や
預
貯
金
を
調
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
ほ
ど
同
等
の
責
任
が
あ
る

と
い
う
の
で
す
。

　

で
き
る
限
り
、
連
帯
責
任
者

は
避
け
る
と
し
て
、
で
は
、
同

類
語
で
あ
り
な
が
ら
少
し
軽
い

責
任
と
思
わ
れ
る
「
身
元
保
証

人
」
と
「
成
年
後
見
人
」
の
違

い
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
身
元
保

証
人
は
、
本
人
の
①
経
済
的
保

証
、
②
医
療
行
為
等
の
同
意
代

理
・
代
弁
、
③
緊
急
時
連
絡
対

応
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

に
い
て
は
で
き
な
い
こ
と
も
な

い
が
、
で
き
れ
ば
日
本
在
住
者

が
望
ま
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
成
年
後
見
人
の

責
務
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
を
保
護
す
る
制
度
で
あ

り
、
２
つ
の
責
務
の
一
つ
「
財

産
管
理
」。
本
人
の
財
産
を
守

る
た
め
に
預
貯
金
の
支
払
い
手

続
き
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
身
上
監
護
」
と
い
う
生
活
を

守
る
た
め
に
病
院
や
介
護
の
手

続
き
を
執
行
す
る
責
務
が
あ
り

ま
す
。
大
き
な
違
い
は
「
成
年

後
見
人
は
身
元
保
証
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
医
療
行
為
へ

の
同
意
代
理
も
で
き
な
い
」
と

い
う
本
人
の
「
一
身
専
属
性
の

有
無
」
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
相
談
「
身
元

引
受
人
」
は
ど
う
い
う
責
務
に

な
る
の
か
。「
身
元
を
引
き
受

け
る
」
つ
ま
り
、
死
後
の
こ
と

を
行
う
責
務
で
す
。
成
年
後
見

人
は
本
人
の
生
き
て
お
ら
れ
る

う
ち
の
業
務
な
の
で
、
こ
こ
で

は
「
死
後
の
業
務
は
、
身
元
保

証
人
で
も
可
能
」と
い
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
介

護
施
設
は
本
人
に
代
わ
る
代
理

人
を
「
身
元
保
証
人
と
身
元
引

受
人
を
分
け
て
任
命
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
縛
り
は

調
べ
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の
が

現
時
点
で
の
私
の
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
、
施
設
と

反
目
し
て
も
い
い
こ
と
は
な
い

の
で
、
折
衷
案
を
提
案
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら

は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
遠
く
離

れ
て
い
る
事
情
も
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
。
そ
の
分
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
法
人
の
要

求
レ
ベ
ル
を
推
し
な
が
ら
、
交

渉
し
て
い
き
ま
す
。
さ
あ
、
第

一
希
望
の
施
設
に
ち
ゃ
ん
と
入

れ
る
か
？
そ
れ
と
も
こ
の
相
談

に
よ
っ
て
、
他
の
施
設
を
選
ば

ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
か
。
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
、
介
護
コ
ン

サ
ル
と
し
て
、
き
っ
ち
り
と
お

世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

国
際
交
流
基
金
と
東
京
大

学
名
誉
教
授
で
多
く
の
ア
メ

リ
カ
現
代
文
学
を
翻
訳
し
て

い
る
柴
田
元
幸
氏
が
主
宰
す

る
「MONKEY New Writing 

from Japan

」
の
共
催
で
、
４

月
に
２
回
、
人
気
小
説
家
・
川

上
弘
美
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
。
川
上
さ
ん

は
芥
川
賞
や
谷
崎
潤
一
郎
賞
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

４
月
６
日
（
土
）
は
午
後
２

時
か
ら
、
セ
イ
ザ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
西
26
丁

目
５
２
５
番
地
１
階
）
に
て
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ノ
ー
サ

ン
プ
ト
ン
を
拠
点
す
る
出
版
社

ス
モ
ー
ル
・
ビ
ア
ー
・
プ
レ
ス

の
共
同
創
設
者
の
ア
メ
リ
カ
人

作
家
ケ
リ
ー
・
リ
ン
ク
氏
と
対

談
す
る
。
柴
田
元
幸
氏
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。
翌
７
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
は
、
紀

伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
（
６
番

街
、
41
丁
目
）
で
、
昨
年
９

月
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
新
作

『Dragon Palace

』（
原
題
『
龍

宮
』）
に
つ
い
て
翻
訳
者
で
あ

る
テ
ッ
ド
・
ゴ
ー
セ
ン
氏
と
対

談
、
サ
イ
ン
会
を
行
う
。
両
イ

ベ
ン
ト
と
も
予
約
不
要
、
入
場

無
料
。

川
上
弘
美
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
基
金
が
Ｎ
Ｙ
で
共
催

　

念
願
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展

だ
。
大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

26
丁
目
５
２
１
番
地
、
電
話

２
１
２
・
６
９
５
・
８
０
３
５
）

で
14
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
井
上

萬
二
／
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ス
タ
ン

レ
ー
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
」
展
。

白
磁
を
追
及
す
る
重
要
無
形
文

化
財
指
定(

人
間
国
宝)

の
陶

芸
家
、
井
上
萬
二
の
作
品
が
ズ

ラ
リ
と
並
ん
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア

美
術
の
祭
典
「
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー

ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
の
開
催

に
合
わ
せ
、
井
上
萬
二
氏
の
個

展
、
及
び
日
本
で
30
年
に
わ
た

り
伝
統
工
芸
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
来
た
ア
メ
リ
カ
人
画
家

の
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ス
タ
ン
レ
ー
・

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
氏
の
個
展
と
の

合
同
展
と
い
う
形
で
開
催
し
て

い
る
。ま
た
同
時
開
催
と
し
て
、

海
外
で
日
本
の
伝
統
工
芸
の
継

承
・
発
展
の
為
に
文
化
活
動
を

行
う
目
的
で
創
設
さ
れ
た
米
国

非
営
利
美
術
団
体
の
工
芸
Ｕ
Ｓ

Ａ
主
催
で
「KOGEI and Art

」

と
題
し
た
伝
統
工
芸
・
現
代
工

芸
作
品
を
展
示
す
る
グ
ル
ー
プ

展
も
同
時
開
催
し
て
い
る
。

　

井
上
の
孫
で
今
回
の
Ｎ
Ｙ
展

に
合
わ
せ
て
来
米
し
た
陶
芸
家

の
井
上
祐
希
さ
ん
（
35
）
は
、

「
祖
父
の
築
い
た
技
術
を
継
承

し
な
が
ら
自
分
が
創
る
ス
タ
イ

ル
と
い
う
も
の
を
探
し
て
い
き

た
い
。
こ
う
し
て
海
外
に
出
て

日
本
を
振
り
返
る
こ
と
で
見
え

て
く
る
新
し
い
も
の
が
あ
る
よ

う
に
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
来
場
し
た
招

待
客
や
一
般
入
場
者
た
ち
も
、

井
上
の
透
明
感
あ
る
白
磁
の
作

品
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
見

入
っ
て
い
た
。
入
場
無
料
。
５

月
24
日
ま
で
。

井上萬二
念願のNY展

孫の祐希氏「受け継ぎ、自分のスタイル探したい」

Photo 
by Rinko 
Kawauchi

２
会
場
で
対
談

http://shinbashi72.com/
https://www.takesushi.us/
http://www.keenecenter.org/
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
初
め
て
の

朝
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
る
景
色

は
昨
日
に
引
き
続
き
絶
景
で
あ

っ
た
。
改
め
て
こ
の
島
は
火
山

活
動
で
で
き
た
外
輪
山
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
す
る
。
阿
蘇
山

の
草
千
里
に
海
水
が
入
っ
た
よ

う
な
も
の
な
の
だ
。

　

私
た
ち
は
普
段
、
業
者
の
ツ

ア
ー
に
は
参
加
し
な
い
の
だ

が
、
昨
日
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る

と
き
に
お
兄
さ
ん
が
教
え
て
く

れ
た
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
非
常
に

興
味
が
あ
っ
て
、
早
速
申
し
込

ん
で
い
た
。
な
ん
で
も
、
オ
ー

ル
ド
ポ
ー
ト
か
ら
船
に
乗
っ
て

真
ん
中
の
火
山
を
見
学
し
、
そ

の
あ
と
火
山
の
熱
で
で
き
た
温

水
ビ
ー
チ
に
行
く
そ
う
な
の

だ
。
白
い
水
着
は
や
め
た
方
が

良
い
と
言
わ
れ
た
。
朝
８
時
半

に
ロ
ビ
ー
で
お
兄
さ
ん
か
ら
チ

ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
、
昨
日

も
行
っ
たFira

に
向
け
て
出

発
。

　

歩
い
て
30
分
の
距
離
だ
が
、

い
ち
い
ち
風
景
に
感
動
し
写
真

を
撮
っ
て
買
い
物
ま
で
し
て
い

た
ら
１
時
間
は
ゆ
う
に
か
か

っ
て
し
ま
う
。Fira

に
着
い
た

は
良
い
が
、
そ
こ
か
ら
こ
の

垂
直
の
壁
を
下
の
オ
ー
ル
ド

ポ
ー
ト
ま
で
降
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
が
、
救
世
主
は

Finiculare

、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

で
あ
っ
た
。
巨
大
な
ク
ル
ー
ズ

船
と
小
さ
な
船
が
ま
る
で
絵
の

よ
う
に
美
し
く
並
ぶ
港
に
ほ
ぼ

垂
直
に
降
り
て
い
く
様
は
感
動

も
の
だ
。

　

下
に
降
り
る
と
、
幸
せ
な
観

光
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

こ
の
オ
ー
ル
ド
ポ
ー
ト
、
そ
の

名
の
通
り
昔
は
全
て
の
船
の
発

着
場
で
、
漁
師
も
旅
行
者
も
使

う
島
の
玄
関
だ
っ
た
は
ず
だ
。

切
り
立
っ
た
崖
に
は
立
派
な
礼

拝
堂
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
昔
の

人
々
が
祈
り
を
も
っ
て
島
で
の

生
活
を
営
ん
で
い
た
の
だ
ろ

う
。
自
分
の
ツ
ア
ー
の
出
発
場

所
を
探
し
て
列
に
並
ぶ
。
な
ん

と
超
か
っ
こ
い
い
木
製
の
帆
船

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
楽
し
そ
う

だ
。

　

ほ
ぼ
満
席
の
船
に
乗
り
込
む

と
、
間
髪
入
れ
ず
に
出
航
。
ジ

ョ
ー
ジ
と
言
う
素
敵
な
女
性
が

ホ
ス
ト
で
、
操
縦
席
に
は
舵
を

握
る
男
性
と
小
さ
な
女
の
子
が

い
る
。
彼
女
の
旦
那
さ
ん
と
娘

さ
ん
の
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
も

微
笑
ま
し
い
。

　

30
分
も
た
た
ず
に
火
山
の
島

が
近
づ
い
て
き
た
。
流
れ
た
溶

岩
が
そ
の
ま
ま
固
ま
っ
て
冷
え

た
と
き
に
割
れ
た
黒
光
り
す
る

岩
が
並
ぶ
。
絶
景
！
船
着
場
は

狭
い
の
で
、
数
隻
の
船
が
並
列

に
停
ま
り
、
先
に
停
っ
た
船
を

通
っ
て
島
に
降
り
る
。
こ
こ
か

ら
火
口
ま
で
緑
な
ん
て
何
も
無

い
灼
熱
の
石
の
道
を
歩
く
。
暑

い
。
汗
ば
み
な
が
ら
半
ば
息
を

切
ら
し
て
登
る
と
火
口
ら
し
き

窪
み
が
見
え
ジ
ョ
ー
ジ
が
止
ま

っ
た
。
彼
女
が
岩
の
間
か
ら
音

を
立
て
て
蒸
気
が
上
が
り
周
り

が
硫
黄
で
黄
色
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
サ

ン
ト
リ
ー
ニ
は
活
火
山
な
の

だ
！
大
学
で
考
古
学
を
専
攻
し

て
い
る
彼
女
に
よ
る
と
、
元
々

は
一
つ
の
島
で
あ
っ
た
が
、
紀

元
前
１
６
０
０
年
の
ミ
ノ
ア
噴

火
で
島
の
中
心
部
が
沈
み
、
外

輪
山
だ
け
の
三
日
月
が
残
り
、

そ
の
火
口
が
今
私
た
ち
が
い
る

こ
の
小
さ
な
島
な
の
だ
。
噴
火

で
空
高
く
登
っ
た
火
山
灰
で
覆

わ
れ
、
２
週
間
夜
が
、
２
年
間

冬
が
続
い
た
そ
う
だ
。
津
波
の

高
さ
は
90
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
そ

う
だ
。

　

そ
の
話
を
聞
い
て
ロ
マ
ン
を

掻
き
立
て
ら
れ
た
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
が
そ
の
著
作

の
中
で
、
大
西
洋
に
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ス
と
い
う
大
陸
が
あ
っ
た

が
、
文
明
が
栄
え
て
傲
慢
に
な

っ
て
神
々
の
罰
を
受
け
、
地
震

と
津
波
で
一
昼
夜
に
し
て
海
中

に
水
没
し
た
と
記
し
た
。
こ
こ

が
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
だ
！
と
言

う
論
争
が
起
き
た
り
、
は
た
ま

た
旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
記

の
海
が
割
れ
る
奇
跡
も
こ
こ
か

ら
き
た
の
で
は
無
い
か
と
い
う

説
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

最
後
の
活
動
は
１
９
５
０
年

で
、
噴
煙
で
死
傷
者
が
出
た
ら

し
い
。
も
し
今
、
活
動
が
活
発

に
な
れ
ば
即
座
に
警
報
が
出

て
、
そ
う
な
る
と
サ
ン
ト
リ
ー

ニ
の
み
な
ら
ず
キ
ク
ラ
デ
ス
諸

島
全
域
を
２
週
間
以
内
に
退
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う

だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
絶
景
だ
。
真

っ
黒
な
溶
岩
が
冷
え
た
岩
、
流

れ
て
き
た
滑
ら
か
な
面
と
、
冷

え
た
と
き
に
割
れ
た
で
あ
ろ
う

亀
裂
、
赤
い
石
、
奇
妙
な
植

物
、
そ
し
て
海
ご
し
に
見
え
る

赤
茶
色
の
外
輪
山
と
そ
こ
に
へ

ば
り
付
く
よ
う
に
並
ぶ
白
い
家

と
そ
こ
に
つ
な
が
る
ジ
グ
ザ
ク

な
道
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思

え
な
い
。

　

す
っ
か
り
感
動
し
て
い
る
と

下
山
す
る
時
間
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
船
に
再
び
乗
り
込
む
。
船

内
は
お
し
ゃ
れ
で
、
バ
ー
ま
で

付
い
て
い
て
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

な
ん
か
も
作
っ
て
く
れ
る
。
美

味
い
！
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
７
話　

サ
ン
ト
リ
ー
ニ
の
活
火
山

　

夏
時
間
に
な
り
時
計
の
針

が
1
時
間
進
む
と
、spring is 

around the corner (

春
は
す

ぐ
そ
こ)

の
声
が
あ
ち
こ
ち
で

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
日
本
で
は

桜
や
卒
業
式
の
こ
の
時
期
、
Ｎ

Ｙ
で
も
入
試
結
果
や
各
種
発

表
会
な
ど
催
さ
れ
る
頃
で
す

が
、
娘
の
学
校
で
も
先
日
ス
ク

ー
ル
プ
レ
イ
が
あ
り
、
私
も
観

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
演
目
は

オ
ズ
の
魔
法
使
い
。
米
国
で
の

桃
太
郎
の
様
な
も
の
で
、
脇
役

の
猿
、
キ
ジ
、
犬
に
呼
応
す
る

か
の
よ
う
に
、
か
か
し
、
ブ
リ

キ
、
ラ
イ
オ
ン
と
丁
度
3
人
。

話
も
明
快
で
勧
善
懲
悪
、
学
芸

会
に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
観
て
い

ま
し
た
が
、
ふ
と
小
さ
な
日
米

の
違
い
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
セ
リ
フ
や
動
き
を
間
違

え
て
し
ま
っ
た
子
が
、
大
喝
采

を
も
ら
っ
て
い
た
事
で
す
。
も

ち
ろ
ん
日
本
で
も
励
ま
し
の

拍
手
な
ど
起
こ
る
で
し
ょ
う

が
、
こ
こ
で
は
つ
ん
ざ
く
様
な

大
歓
声
で
、
間
違
え
た
子
は
主

役
で
も
な
い
の
に
、
ま
る
で
ヒ

ー
ロ
ー
の
よ
う
。
間
違
い
は
そ

ん
な
に
大
し
た
事
で
な
く
、
そ

れ
を
も
の
と
も
せ
ず
頑
張
っ
た

事
へ
の
尊
敬
…
の
よ
う
な
物
が

あ
り
、
そ
れ
は
こ
こ
で
は
割
と

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
目

に
す
る
も
の
で
し
た
。
日
本
で

も
昨
今
少
し
変
わ
っ
て
き
た
よ

う
に
思
う
も
の
の
、
や
は
り
間

違
い
や
失
敗
は
ま
だ
ま
だ
あ
ま

り
良
い
物
で
な
く
、
皆
な
る
べ

く
失
敗
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
り
、
間
違
え
た
ら
何
故
も

っ
と
準
備
し
て
お
か
な
か
っ
た

の
か
と
問
わ
れ
る
様
に
感
じ
ま

す
。（
と
は
言
え
、
だ
か
ら
こ

そ
日
本
の
仕
事
の
ク
オ
リ
テ
ィ

は
高
く
、
一
方
米
国
で
は
普
段

か
ら
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
間
違
い

が
頻
発
し
問
題
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
…
）
よ
く
言
わ
れ

る
様
に
間
違
い
は
誰
も
が
す
る

も
の
で
、
特
に
音
楽
演
奏
や
演

劇
の
本
番
に
は
つ
き
も
の
。
米

国
で
は
総
じ
て
、
間
違
い
は
評

価
の
対
象
に
せ
ず
、
払
わ
れ
た

努
力
を
見
る
事
が
多
い
気
が
し

ま
す
。
昔
Ｎ
Ｙ
の
音
大
時
代
の

レ
ッ
ス
ン
で
私
が
歌
詞
を
間
違

え
た
時
、
君
は
ど
う
し
て
間
違

え
て
す
み
ま
せ
ん
と
言
う
様
な

顔
を
す
る
の
？
と
止
め
ら
れ
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
顔

を
し
な
け
れ
ば
気
が
つ
か
な
い

人
が
大
半
だ
し
、
気
づ
い
て
も

気
に
し
な
い
、
そ
れ
よ
り
君
が

堂
々
と
歌
う
姿
を
観
客
は
見
た

い
ん
だ
よ
、
と
言
わ
れ
目
か
ら

鱗
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
間
違

っ
た
の
に
堂
々
と
す
る
な
ん
て

出
来
な
い
と
も
、
正
直
思
い
ま

し
た
。
が
数
日
後
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
オ

ペ
ラ
で
主
役
の
ソ
プ
ラ
ノ
が
、

大
き
く
間
違
っ
て
も
全
く
気

に
せ
ず
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
振
る

舞
う
の
を
見
て
、
こ
の
事
か

と
納
得
し
た
覚
え
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
間
違
い
と
言
え
ば
、

日
本
人
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家

に
は
即
興
演
奏
が
苦
手
だ
と

言
う
人
が
割
と
い
て
、
そ
れ

は
普
段
、
譜
面
に
忠
実
に
ミ

ス
し
な
い
よ
う
に
練
習
し
て

い
る
の
に
、
即
興
は
逆
で
正

解
が
な
い
だ
け
に
ど
こ
か
居

心
地
が
悪
く
、
何
か
間
違
っ

て
演
奏
を
し
て
い
る
気
に
な

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

昔
、
実
は
私
も
即
興
が
苦
手

で
し
た
が
、
あ
る
時
、
真
に

自
由
で
あ
る
事
を
肌
で
理
解

し
、
無
か
ら
有
を
産
む
面
白

さ
が
段
々
わ
か
り
始
め
、
果

た
し
て
こ
の
世
に
は
間
違
い

や
失
敗
な
ど
存
在
す
る
の
だ

ろ
う
か
？
芸
術
は
何
で
も
あ

り
な
の
だ
、
と
言
う
感
覚
が

芽
生
え
た
頃
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
即
興
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
実
は
こ
の
月
末
に
も
Ｎ

Ｙ
で
即
興
演
奏
に
挑
戦
す
る

の
で
す
が
、”

間
違
い”

の
存

在
し
な
い
空
間
で
自
由
に
表

現
出
来
た
ら
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

間違いの存在しない空間で自由に表現
無から有を産む面白さに米国で気づく

3

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
は
、
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
時
は

楽
に
な
る
の
で
喜
ん
で
く
れ
ま

す
。
治
し
て
欲
し
い
と
持
っ
て

き
た
問
題
が
、
数
回
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
解
決
し
て
し
ま
う
人
も

い
ま
す
し
、
数
か
月
、
数
年
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。で
も
、

あ
る
時
、
ず
う
っ
と
治
ら
な
い

人
々
は
、
ど
う
し
て
治
ら
な
い

の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
始

め
た
の
で
す
。
そ
ん
な
キ
ュ
リ

オ
シ
テ
ィ
が
頭
を
も
た
げ
た
の

を
切
っ
掛
け
に
、「
ヒ
ー
リ
ン

グ
と
は
、何
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
興
味

の
追
求
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
は
、

自
分
に
心
を
開
く
こ
と
」
な
ん

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
持
っ
て

ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力
を
身
に
着
け

て
い
ま
す
。
医
学
的
に
は
免
疫

シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
人
間
の
ヒ

ー
リ
ン
グ
能
力
は
そ
れ
だ
け
で

説
明
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
人
間
は
自
然
の
一
部
で

す
。
そ
の
自
然
の
一
部
と
し
て

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
能
力
は
必
要

に
応
じ
て
自
然
と
機
能
し
、
身

体
の
病
も
心
の
病
も
毎
日
の
生

活
の
中
で
自
然
と
治
っ
て
い
き

ま
す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
毎
日
、

若
く
て
元
気
な
細
胞
を
再
生
し

て
い
る
の
に
、
痛
み
や
症
状
が

治
癒
に
向
か
わ
な
い
方
が
不
自

然
で
す
。

　

治
ら
な
い
、
あ
る
い
は
治
り

に
く
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
の

多
く
が
、
治
癒
へ
と
向
か
う
自

然
な
流
れ
を
邪
魔
を
し
て
い
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
は
、

自
分
に
心
を
開
く
こ
と

の
で
す
。
私
が
、
長
い
間
研
究

し
て
き
た
姿
勢
バ
ラ
ン
ス
を
み

る
と
、
体
の
奥
の
方
に
、
長
い

間
、
抑
制
さ
れ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
え

て
き
ま
す
。
姿
勢
と
い
う
の
は

木
の
年
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、

何
歳
ご
ろ
、
ど
ん
な
ス
ト
レ
ス

が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
ス
ト
レ

ス
が
そ
の
後
の
人
生
に
ど
う
影

響
し
て
い
る
か
、
そ
の
人
の
経

験
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
姿
勢
を
視
れ

ば
、
そ
の
人
の
本
質
の
邪
魔
を

し
て
い
る
、
感
情
の
抑
制
と
い

う
自
己
否
定
に
よ
り
作
ら
れ
た

不
満
感
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力

を
も
抑
制
し
て
い
る
様
子
が
伺

わ
れ
る
の
で
す
。

　

ク
リ
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
医
学

博
士
は
、「
怒
り
、
不
安
、
悲

哀
、
罪
の
意
識
、
後
悔
、
嫉
妬

な
ど
の
抑
制
さ
れ
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
は
、
大
脳
辺
縁
系
を

ア
ク
テ
ィ
ベ
イ
ト
し
、
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
や
コ
ル
チ
ゾ
ル
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
・
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

を
促
進
し
、
交
感
神
経
優
位
の

緊
張
状
態
が
続
く
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
や
体
調
不
良
の

根
源
と
な
り
ま
す
。」
と
、
彼

女
の
著
書
「The Listening 

Cure

：Healing Secrets of 
an Unconventional Doctor

」

で
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ル
チ
ゾ
ル
の
過
剰
分
泌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状

は
、
①
免
疫
力
の
低
下
、
②
血

圧
や
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
上
昇
、
③
肥
満
に
な
り

や
す
く
な
る
、
④
う
つ
病
を
発

症
し
や
す
く
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
過
剰

分
泌
は
、頭
痛
、め
ま
い
、動
悸
、

胸
痛
な
ど
と
い
っ
た
症
状
を
引

き
起
こ
し
、
糖
尿
病
や
不
整

脈
、
副
腎
疲
労
症
候
群
の
原
因

に
も
な
る
の
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
を
し
ま
い
込
む
理
由

は
、
敗
北
感
、
み
じ
め
な
気
持

ち
、
不
幸
感
な
ど
を
避
け
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。「
王
様
の
耳

は
ロ
バ
の
耳
」
と
い
う
童
話
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
王
様
の

耳
が
ロ
バ
の
耳
で
あ
る
こ
と
を

発
見
し
て
し
ま
っ
た
床
屋
が
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
、
こ
の
言

葉
を
埋
め
る
の
で
す
が
、
風
に

乗
っ
て
ジ
ワ
ジ
ワ
と
表
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。
自
分
に
自
分
の

弱
さ
や
ダ
ー
ク
ネ
ス
を
隠
し
て

も
、
姿
勢
の
悪
さ
や
、
病
気
と

い
う
形
で
表
出
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
な
ら
ば
、
自
分
に
心
を

開
い
て
、
丸
ご
と
、
そ
の
ま
ま

の
自
分
を
受
け
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
、
慢

性
の
病
気
や
何
度
も
繰
り
返
す

体
調
不
良
が
気
に
な
る
方
、
姿

勢
が
悪
い
と
気
に
な
る
方
は
、

是
非
、
試
し
て
み
て
頂
き
た
く

思
い
ま
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

植
物
園
（2900 Southern 

Blvd.

）
で
毎
年
恒
例
の
ラ
ン

展
が
４
月
21
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
「
オ

ー
キ
ッ
ド
シ
ョ
ー
：
フ
ロ
ー
ラ

ル
・
イ
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
題
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ

ン
ド
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る

ヒ
ラ
リ
ー
・
テ
イ
モ
ア
と
オ
リ

ビ
ア
・
チ
ェ
ン
、
そ
し
て
ボ
タ

ニ
カ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ク
リ

ス
テ
ン
・
ア
ル
ポ
ー
の
３
人
を

招
聘
。
会
場
の
温
室
で
は
、
若

き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
感
性

溢
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
の

ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
マ
ネ
キ
ン

が
出
迎
え
る
。
ま
た
、
今
月
30

日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
の
毎
週

金
・
土
曜
、
午
後
７
時
か
ら
21

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
カ
ク
テ

ル
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
キ
ッ
ド
ナ

イ
ト
」
も
開
催
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
一
般
35
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
31
ド
ル
、
２
〜

12
歳
は
15
ド
ル
、
会
員
・
２

歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.nybg.org/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
植
物
園
で
4
月
21
日
ま
で

ラ
ン
展
を
開
催
中

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
の
支
援
活
動
を
行
う

CATCH US Performing Arts

（
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
）
が
23
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
か
ら
、
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
内
レ
ナ

ー
ド
・
ニ
ー
モ
イ
・
タ
リ
ア
・

シ
ア
タ
ー (

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

２
５
３
７
番
地
、95
丁
目
）
で
、

第
２
回
目
と
な
る
ダ
ン
ス
・
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
「
ク
パ
ダ
ン
」
を

開
催
す
る
。

　

今
回
は
、
ビ
デ
オ
審
査
を
通

過
し
た
上
林
万
澄
、
小
野
由
利

加
、
網
永
真
夏
、KANERI
な

ど
、
11
組
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

が
出
演
。
ダ
ン
ス
と
い
う
非
言

語
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
言
葉
や
文

化
の
壁
を
超
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
た
ち
が
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
シ
ア
タ

ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
タ

ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
作
品
を
披
露
す
る
。

ゲ
ス
ト
ダ
ン
サ
ー
に
は
「The 

Greatest Showman

」
出
演

の
小
森
悠
冊
、
ラ
ッ
プ
シ
ン
ガ

ー
のDag Force

、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
日
本
や
世
界
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
す
るChio

が

出
演
す
る
。
Ｍ
Ｃ
は
Ｎ
Ｙ
と
日

本
で
活
動
す
る
タ
レ
ン
ト
、
キ

ア
ラ
が
担
当
す
る
。
ま
た
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
に
は
留

学
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提

供
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
寄
付
制
、
推

奨
寄
付
25
ド
ル
。
チ
ケ

ッ

ト

はhttps://www.
eventbrite.com/e/cupa-
dance-showcase-2024-
tickets-851971278027

か

ら
。

ダンスショーケース
CUPA 主催で

クパダン開催

週
末
は
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
も

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://www.nybg.org/
https://www.nybg.org/
https://www.nybg.org/
https://www.nybg.org/
https://www.eventbrite.com/e/cupa-dance-showcase-2024-tickets-851971278027
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